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一般社団法人日本デジタル歯科学会第８回学術大会

抄録集

メインテーマ

デジタルにより何が変わるのか？

−次世代歯科医療への提言−

　　後援　公益社団法人日本補綴歯科学会，公益社団法人日本口腔インプラント学会
　　　　　一般社団法人日本歯科技工学会，鶴見区歯科医師会，鶴見大学

平成 29 年 4 月 22 日（土），23 日（日）

鶴見大学記念館

　　　　　　　大　会　長：大久保力廣（鶴見大学歯学部　有床義歯補綴学講座）
　　　　　　　実行委員長：小川　　匠（鶴見大学歯学部　クラウンブリッジ補綴学講座）
　　　　　　　準備委員長：鈴木　恭典（鶴見大学歯学部　有床義歯補綴学講座）
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平成 29 年度（横浜）
一般社団法人日本デジタル歯科学会第８回学術大会プログラム

開催日時：平成 29 年 4 月 22 日（土）12：30 ～ 18：00　　懇親会　18：00 ～ 19：30
　　　　　平成 29 年 4 月 23 日（日）　9：00 ～ 16：00
開催場所：鶴見大学記念館
　　　　　〒 230-8501　横浜市鶴見区鶴見２−１−３　TEL 045-581-1001
　
　4月 22 日（土）
 10：00 ～ 11：00　 一般社団法人日本デジタル歯科学会理事会 第 2会場（2F第一講堂）
 11：00 ～ 12：00　 一般社団法人日本デジタル歯科学会代議員会 第 2会場（2F第一講堂）
 11：30 ～　　　  受付    B2Fロビー
 11：30 ～ 13：00   企業展示準備     第 6会場（1F大学食堂）
 12：00 ～ 13：00   ポスター貼付    ポスター会場（B3Fロビー）
 12：30 ～ 13：00　 開会式・大会長講演    第 1会場（B2F記念ホール） 
 13：00 ～ 18：00   ポスター閲覧（P-01 ～ P-36）   ポスター会場（B3Fロビー）
 13：00 ～ 16：40   企業展示     第 6会場（1F大学食堂）
 13：00 ～ 14：00　 特別講演    第 1会場（B2F記念ホール） 
 14：10 ～ 14：50　 一般口演１    第 1会場（B2F記念ホール） 
 14：10 ～ 14：30　 企画講演１    第 2会場（2F第一講堂）
 14：30 ～ 14：50　 企画講演２    第 2会場（2F第一講堂）
 14：50 ～ 15：30　 一般口演２    第 1会場（B2F記念ホール） 
 14：50 ～ 15：10　 企画講演３    第 2会場（2F第一講堂）
 15：10 ～ 15：30　 企画講演４    第 2会場（2F第一講堂）
 15：30 ～ 16：00　 一般口演３    第 1会場（B2F記念ホール） 
 15：30 ～ 15：50　 企画講演５    第 2会場（2F第一講堂）
 15：50 ～ 16：10　 企画講演６    第 2会場（2F第一講堂）
 16：10 ～ 16：40　 ポスター討論    ポスター会場（B3Fロビー）
 16：40 ～ 17：50　 シンポジウム１    第 1会場（B2F記念ホール） 
 18：00 ～ 19：30　 懇親会（優秀ポスター発表賞表彰式）  1F大学食堂
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　4月 23 日（日）
 ８：30 ～　　　  受付    B2Fロビー
 ９：00 ～ 10：20 シンポジウム２    第 1会場（B2F記念ホール） 
 ９：00 ～ ９：40　 一般口演４    第 2会場（2F第一講堂）
 ９：40 ～ 10：10　 一般口演５    第 2会場（2F第一講堂）
 ９：00 ～ 15：00 ポスター閲覧（P-01 ～ P-36）   ポスター会場（B3Fロビー）
 ９：00 ～ 15：00   企業展示     第 6会場（1F大学食堂）
 10：30 ～ 12：30 海外特別講演    第 1会場（B2F記念ホール） 
 10：30 ～ 11：30　 特別セミナー    第 2会場（2F第一講堂）
 12：30 ～ 13：30 ランチョンセミナー１    第 2会場（2F第一講堂）
 12：30 ～ 13：30 ランチョンセミナー２    第 3会場（2F第二講堂）
 12：30 ～ 13：30 ランチョンセミナー３    第 4会場（3F第三講堂）
 12：30 ～ 13：30 ランチョンセミナー４    第 5会場（3F第四講堂）
 13：30 ～ 14：20 教育講演    第 1会場（B2F記念ホール） 
 13：30 ～ 15：30 シンポジウム３    第 2会場（2F第一講堂）
 14：30 ～ 15：40 シンポジウム４    第 1会場（B2F記念ホール）
 15：00 ～ 15：50 ポスター撤去    ポスター会場（B3Fロビー）
 15：00 ～ 15：50 企業展示撤去    第 6会場（1F大学食堂）
 15：40 ～ 閉会式    第 1会場（B2F記念ホール） 

 大　会　長：大久保力廣（鶴見大学歯学部　有床義歯補綴学講座）
 実行委員長：小川　　匠（鶴見大学歯学部　クラウンブリッジ補綴学講座）
 準備委員長：鈴木　恭典（鶴見大学歯学部　有床義歯補綴学講座）
 連　絡　先：一般社団法人日本デジタル歯科学会第 8回学術大会運営事務局
 　　　　　　（一財）口腔保健協会　コンベンション事業部内
 　　　　　　　　〒 170-0003　東京都豊島区駒込 1− 43 − 9　駒込 TSビル
 　　　　　　　　TEL ：03 − 3947 − 8761　　FAX 03 − 3947 − 8873
 　　　　　　　　E-mail：jadd8@kokuhoken.jp
 大会ホームページ：http：//www.kokuhoken.jp/jadd8/
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《１日目　4月 22 日（土）》
 10：00 ～ 11：00 一般社団法人日本デジタル歯科学会　理事会　　第 2会場（2F第一講堂）
 11：00 ～ 12：00 一般社団法人日本デジタル歯科学会　代議員会　第 2会場（2F第一講堂）
 11：30 ～ 受付（B2Fロビー）

 第 1 会場（B2F 記念ホール）

 12：30 ～ 13：00 開会式・大会長講演
   座長　小川　　匠
   　　　（鶴見大学歯学部クラウンブリッジ補綴学講座）
  「有床義歯のデジタル製作」
     　　　大久保力廣
   　　　（鶴見大学歯学部有床義歯補綴学講座）

 13：00 ～ 14：00 特別講演
   座長　小川　　匠
   　　　（鶴見大学歯学部クラウンブリッジ補綴学講座）
  「計算解剖学に基づく医用画像認識と自動手術計画」
   　　　佐藤　嘉伸
   　　　（奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科）

 14：10 ～ 14：50 一般口演 1
   座長　髙橋　　裕（福岡歯科大学咬合修復学講座）

O-01　ハイブリッドセラミックブロックの小臼歯 5年経過と大臼歯応用への可能性
  ○小池軍平 1，2），木本克彦 2）

  1）小池歯科医院
  2）神奈川歯科大学口腔機能修復学講座咀嚼機能制御補綴学分野
  Five years follow up premolar case with hybrid ceramic block and possibility to molar
  Koike G1，2），Kimoto K2）

  1）Koike Dental Clinic，
  2） Division of Prosthodontics & Oral Rehabilitation, Department of Oral Function and 

Restoration, Kanagawa Dental University

O-02　CAD/CAM用レジンブロックの被削性の検討
  ○山本宥佑 1），岩崎直彦 1），鈴木哲也 2），高橋英和 1）

  1）東京医科歯科大学大学院口腔機材開発工学分野
  2）同大学院口腔機能再建工学分野
  Machinabilities of resin blocks for CAD/CAM
  Yamamoto Y1），Iwasaki N1），Suzuki T2），Takahashi H1）

  1）Department of Oral Biomaterials Engineering, Tokyo Medical and Dental University
  2）Department of Oral Prosthetic Engineering, Tokyo Medical and Dental University

O-03　CAD/CAM技術を用いた歯冠修復−グラスファイバー強化型コンポジットレジンの臨床的検討−
  ○林　邦彦，井川知子，伊藤崇弘，伊藤光彦，佐々木圭太，積田光由，重本修伺，
  　小川　匠
  鶴見大学歯学部クラウンブリッジ補綴学講座
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  Clinical application of glass fiber reinforced composite resin prosthesis
  Hayashi K，Ikawa T，Ito T，Ito M，Sasaki K，Tsumita M，Shigemoto S，Ogawa T
  Department of Fixed Prosthodontics Tsurumi University school of Dental Medicine

O-04　ジルコニア接着ブリッジフレームデザインの違いによる内部応力分布の解析
  ○南淵眞愛，根本怜奈，稲垣祐久，大森　哲，三浦宏之
  東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科摂食機能保存学分野
  Influence of framework design on shear stress distribution
  Minamifuchi M，Nemoto R，Inagaki T，Omori S，Miura H
   Fixed Prosthodontics, Department of Restorative Sciences, Division of Oral Health Sciences, 

Graduate School, Tokyo Medical and Dental University

 14：50 ～ 15：30 一般口演 2
   座長　木本　克彦
   　　　（ 神奈川歯科大学大学院歯学研究科咀嚼機能制御補

綴学講座）

O-05　顎顔面領域における軟組織の画像表現に関する検討
  ○笠間慎太郎
  アイボリー歯科クリニック
  Investigation of the soft tissue image representation for the maxillofacial area
  Kasama S
  Ivory Dental Clinic

O-06　無歯顎インプラント埋入患者のデジタルデータ取得における各種口腔内スキャナーの再現精度の検証
  ○三好敬太，横山紗和子，田中晋平，高場雅之，西山弘崇，上村江美，馬場一美
  昭和大学歯学部歯科補綴学講座
  Analysis of reproducibility of intraoral scanners for implant prosthesis
  Miyoshi K，Yokoyama S，Tanaka T，Takaba M，Nishiyama H，Kamimura E，Baba K
  Department of Prosthodontics, School of Dentistly, Showa University

O-07　口腔内スキャナーを使用したインプラント上部構造の観察
  ○福徳暁宏，田邉憲昌，金村清孝，小林琢也，大平千之，深澤翔太，近藤尚知
  岩手医科大学歯学部補綴・インプラント学講座
  Observations of implant superstructures using an intra-oral scanner
  Fukutoku A，Tanabe N，Kanemura K，Kobayashi T，Oodaira T，Fukazawa S，Kondo H
  Department of Prosthodontics and Oral Implantology, School of Dentistry, Iwate 
  Medical University

O-08　デジタル模型および石膏模型により製作した３ユニットブリッジの精度評価
  ○岡村光信 1），清水博史 2），鱒見進一 3）

  1）医）光梅会　岡村歯科医院
  2）九州歯科大学生体材料学分野
  3）九州歯科大学顎口腔欠損再構築学分野
   Evaluation for accuracy of 3-unit bridges made from digital casts and conventional gypsum 

casts
  Okamura M1），Shimizu H2），Masumi S3）
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  1）Okamura Dental Clinic
  2）Division of Biomaterials, Kyushu Dental University
  3）Division of Occlusion & Maxillofacial Reconstruction, Kyushu Dental University

 15：30 ～ 16：00 一般口演 3
   座長　鈴木　哲也
   　　　（東京医科歯科大学大学院口腔機能再建工学分野）

O-09　デジタルコード化されたヒーリングアバットメントを用いて光学印象採得を行った一症例
  ○野尻俊樹，味岡　均，近藤尚知
  岩手医科大学歯学部補綴・インプラント学講座
   A case report of using digitally coded healing abutments and an intraoral scanner to fabricate 

prosthesis.
  Nojiri T，Ajioka H，Kondo H
   Department of Prosthodontics and Oral Implantology, School of Dentistry Iwate Medical 

University

O-10　咬合崩壊した症例に対しデジタル技術を用いて短期間で回復を試みた一例
  ○山下正晃 1），杉元敬弘 2），西山貴浩 1），木村好秀 1），荘村泰治 1）

  1）和田精密歯研株式会社
  2）スギモト歯科医院
  Short-term recovery from occlusal collapse incorporating digital technology-a case study
  Yamashita M1），Sugimoto N2），Nishiyama T1），Kimura Y1），Sohmura T1）

  1）Wada Precision Dental Laboratories CO., LTD.，
  2）Sugimoto Dental Clinic

O-11　有機形状モデリング 3次元 CADシステムを応用したサージカルガイドの臨床応用
  ○大多和昌人 1），一志恒太 2），安松香奈江 1），高山雅仁 1），加倉加恵 1），城戸寛史 1）

  1）福岡歯科大学咬合修復学講座口腔インプラント学分野
  2）福岡歯科大学医科歯科総合病院中央技工室
   Clinical application of the surgical guide which applied organic shape modeling three 

dimensions CAD system
  Otawa M1），Isshi K2），Yasumatsu K1），Takayama M1），Kakura K1），Kido H1）

  1）Section of Oral Implantology Department of Oral Rehabilitation Fukuoka Dental College
  2）Fukuoka Dental College Medical&Dental General Hospital Central Dental Laboratory

 16：40 ～ 17：50 シンポジウム 1『デジタル技術を応用した卒前歯学教育』
   座長　宮㟢　　隆（昭和大学歯学部歯科保存学講座）
  「鶴見大学における CAD/CAM実習」
   　　　米山　喜一
   　　　（鶴見大学歯学部有床義歯補綴学講座）
  「北海道大学での模型実習における取り組みと提案」
   　　　上田　康夫
   　　　（北海道大学大学院歯学研究科口腔機能学講座）
  「岩手医科大学におけるデジタル歯科教育」
   　　　近藤　尚知
   　　　（岩手医科大学歯学部補綴・インプラント学講座）
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 第 2 会場（2F 第一講堂）

 10：00 ～ 11：00 一般社団法人日本デジタル歯科学会 理事会
 11：00 ～ 12：00 一般社団法人日本デジタル歯科学会 代議員会

  企画講演「デジタル歯科技術の最先端」

 14：10 ～ 14：30 企画講演 1
   座長　小川　　匠
   　　　（鶴見大学歯学部クラウンブリッジ補綴学講座）
  「 院内完結型 CAD/CAMシステム「Planmeca Fit」と歯科用 CT装置「ProMax3D」の融

合によるインプラント補綴治療ワークフローの変化」
   　　　井上　篤典（株式会社ジーシー　購買部）
   　　　　共催：株式会社ジーシー

 14：30 ～ 14：50 企画講演 2
   座長　小川　　匠
   　　　（鶴見大学歯学部クラウンブリッジ補綴学講座）
  「デジタル化の恩恵と課題」
   　　　竹中　宗平
   　　　（ 株式会社松風プロダクツ京都　松風 S-WAVE CAD/

CAM加工センター）
   　　　　共催：株式会社松風

 14：50 ～ 15：10 企画講演 3
   座長　十河　基文
   　　　（大阪大学歯学部招聘教員，株式会社アイキャット）
  「トータル・デジタルインプラントロジーの実現に向けて」
   　　　木下　泰輔
   　　　（Condor Technologies NV，Japan Rep.）
   　　　大枝　亮介（株式会社アイキャット）
   　　　　共催：株式会社アイキャット

 15：10 ～ 15：30 企画講演 4
   座長　小川　　匠
   　　　（鶴見大学歯学部クラウンブリッジ補綴学講座）
  「New Nobel Biocare Digital solution」
   　　　山名　一史
   　　　（ノーベル・バイオケア・ジャパン株式会社）
   　　　　共催：ノーベル・バイオケア・ジャパン株式会社

 15：30 ～ 15：50 企画講演 5
   座長　小川　　匠
   　　　（鶴見大学歯学部クラウンブリッジ補綴学講座）
  「Straumann® CARES® Digital Workflow」
   　　　森山　友子（ストローマン・ジャパン株式会社）
   　　　　共催：ストローマン・ジャパン株式会社
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 15：50 ～ 16：10 企画講演 6
   座長　小川　　匠
   　　　（鶴見大学歯学部クラウンブリッジ補綴学講座）
  「口腔内スキャナーの新たな展開」
   　　　上野　　学（スリーエムジャパン株式会社）
   　　　　共催：スリーエムジャパン株式会社

 ポスター会場（B3F ロビー）

 12：00 ～ 13：00 ポスター貼付
 13：00 ～ 18：00 ポスター閲覧（P-01 ～ P-36）
 16：10 ～ 16：40 ポスター討論

P-01　 デジタル印象法と従来型印象法とが術者のストレスに与える影響
  ○新谷明一 1，2），清水沙久良 1），新妻瑛紀 1），黒田聡一 1），五味治徳 1）

  1）日本歯科大学生命歯学部歯科補綴学第 2講座
  2）トゥルク大学
   The effect of digital and two conventional impression techniques on the stress change for 

operator
  Shinya A1，2），Shimizu S1），Niitsuma A1），Kuroda S1），Gomi H1）

  1） Department of Crown and Bridge, The Nippon Dental University, School of Life Dentistry at 
Tokyo

  2）Department of Prosthetic Dentistry and Biomaterials Science, University of Turku

P-02 　新規 CAD/CAMブロックの物性評価
  ○伊藤小町，木村拓雅，上野貴之，熊谷知弘
  株式会社ジーシー 研究所
  Physical property of new CAD/CAM blocks
  Ito K，Kimura T，Ueno T，Kumagai T
  GC Corporation R&D

P-03 　CAD/CAM用レジンブロックの切削加工特性
  ○疋田一洋 1），田村 　誠 2），神成克映 2），舞田健夫 2）

  1）北海道医療大学歯学部口腔機能修復・再建学系デジタル歯科医学分野
  2）北海道医療大学歯学部口腔機能修復・再建学系高度先進補綴学分野
  Milling characteristics of CAD/CAM resin block
  Hikita K1），Tamura M2），Kannari Y2），Maida T 2)
  1） Division of Digital Dentistry, Department of Oral Rehabilitation, School of Dentistry, Health 

Sciences University of Hokkaido
  2） Division of Advanced Prosthodontics, Department of Oral Rehabilitation, School of 

Dentistry, Health Sciences University of Hokkaido

P-04 　CAD/CAMレジンクラウン内面に付与した補助的保持形態の実測値による加工精度評価
  ○清水沙久良 1），新谷明一 1，2），新妻瑛紀 1），黒田聡一 1），五味治徳 1）

  1）日本歯科大学生命歯学部歯科補綴学第 2講座
  2）トゥルク大学
   Evaluation of reproducibility with measured values of inner groove with CAD/CAM resin 
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crown
  Shimizu S1），Shinya A1，2），Niitsuma A1），Kuroda S1），Gomi H1）

  1） Department of Crown and Bridge, The Nippon Dental University, School of Life Dentistry at 
Tokyo

  2）Department of Prosthetic Dentistry and Biomaterials Science, University of Turku

P-05　歯科用 CAD/CAMシステムのミリング機の違いがハイブリッドレジン冠の辺縁適合性に及ぼす影響
  ○阿部圭甫 1），淺野　隆 1），小見山　道 1），吉﨑　聡 1），若見昌信 2），小林　平 2），
  　後藤治彦 2），増田美樹子 2）

  1）日本大学松戸歯学部顎口腔機能治療学講座
  2）日本大学松戸歯学部クラウンブリッジ補綴学講座
  The effects of differences in milling machine on CAD/CAM hybrid resin crowns marginal fit
  Abe K1），Asano T1），Komiyama O1），Yoshizaki S1），Wakami M2），Kobayashi T2），
  Goto H2），Masuda M2）

  1）Department of Oral Function and Rehabilitation,
  2）Crown and Bridge Prosthdontics, Nihon University School of Dentistry at Matsudo

P-06　逆テーパーを有する支台歯で製作した CAD/CAMクラウンの維持力に関する研究
  ○ Carbajal Jeison，若林一道，中村隆志，矢谷博文
  大阪大学大学院歯学研究科顎口腔機能再建学講座クラウンブリッジ補綴学分野
  Retentive strength of CAD/CAM crowns fabricated on reverse taper preparations
  Carbajal J，Wakabayashi K，Nakamura T，Yatani H
  Department of Fixed Prosthodontics, Osaka University Graduate School of Dentistry

P-07　μCT画像による CAD/CAMクラウンの三次元的適合状態評価
  ○橋戸広大，勅使河原大輔，藤澤政紀
  明海大学歯学部機能保存回復学講座歯科補綴学分野
  3D-evaluation of CAD/CAM crown fit utilizing μCT
  Hashido K，Teshigawara D，Fujisawa M
   Division of Fixed Prosthodontics，Department of Restorative & Biomaterials Sciences， 

Meikai University School of Dentistry

P-08　新しいMMA系プライマーの CAD/CAM冠に対するせん断接着強さの評価
  ○堀田康弘，片岡　有，池田祐子，佐々木正和，佐々木　香，藤原稔久，宮﨑　隆
  昭和大学歯学部歯科保存学講座歯科理工学教室
  Evaluation of shear bond strength of new MMA primer for CAD/CAM crown
  Hotta Y，Kataoka Y，Ikeda S，Sasaki M，Sasaki K，Fujiwara T，Miyazaki T
   Department of conservative dentistry, Division of Biomaterials and Engineering, Showa 

University, School of Dentistry, Tokyo, Japan

P-09　「ジーセム ONE」における新規 CAD/CAMハイブリッドレジンブロックに対する接着耐久性の評価
  ○藤見篤史，有田明史，熊谷知弘
  株式会社ジーシー研究所
  Evaluation of bonding durability of ‘G-CEM ONE’ to a new CAD/CAM hybrid resin block
  Fujimi A，Arita A，Kumagai T 
  GC Corporation R&D
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P-10　補修修復を想定した CAD/CAM用レジンブロックに対するコンポジットレジンの接着強さ
  ○木村紗央里，英　將生，山本雄嗣，桃井保子
  鶴見大学歯学部保存修復学講座
  Bond strengths of a resin composite to resin blocks for repairing CAD/CAM restorations
  Kimura S，Hanabusa M，Yamamoto T，Momoi Y
  Department of Operative Dentistry, Tsurumi University School of Dental Medicine

P-11　ハイブリッドレジンクラウンの内面接着処理と脱離の関係
  ○平川智裕 1），高江洲雄 1），神谷治伸 1），山口雄一郎 1），杉本太郎 2），一志恒太 2），
  　松浦尚志 1），佐藤博信 1）

  1）福岡歯科大学咬合修復学講座冠橋義歯学分野 
  2）福岡歯科大学医科歯科総合病院中央技工室
   Relationship between disconnection and adhesive intra-treatment of hybrid composite resin 

crown 
  Hirakawa T1），Takaesu Y1），Kamiya H1），Yamaguchi Y1），Sugimoto T2），Isshi K2），
  Matsuura T1），Sato H1）

  1）Section of Fixed Prosthodontics, Department of Oral Rehabilitation, Fukuoka Dental College
  2）Central Dental Laboratory, Fukuoka Dental College Medical & Dental Hospital

P-12　CAD/CAM用リチウムシリケートガラスセラミックブロックの化学的耐久性
  ○横原隼人，佐藤拓也，熊谷知弘
  株式会社ジーシー研究所
　  Chemical durability of lithium silicate glass ceramic block for CAD/CAM technology
 　 Yokohara H，Sato T，Kumagai T
  GC Corporation R&D

P-13　マルチレイヤー型ジルコニアの厚さが色調に及ぼす影響
  ○塩見祥子，若林一道，岡村真弥，中野芳郎，中村隆志，矢谷博文
  大阪大学大学院歯学研究科顎口腔機能再建学講座クラウンブリッジ補綴学分野
  Color variation of multilayered zirconia with different thickenss
  Shiomi S，Wakabayashi K，Okamura S，Nakano Y，Nakamura T，Yatani H
  Department of Fixed Prosthodontics, Osaka University Graduate School of Dentistry

P-14　90 分焼成ジルコニア
  ○鈴木市朗
  クラレノリタケデンタル㈱
  Fast sintering zirconia within 90min
  Suzuki I
  Kuaray Noritake Dental Inc.

P-15　神奈川歯科大学附属病院におけるセラミック修復の現状　第 3報
  ○熊坂知就 1），星　憲幸 1），東　冬一郎 1），荒井佑輔 1），川西範繁 1），大橋　桂 2），
  　古川辰之 3），井上絵理香 3），清宮一秀 3），二瓶智太郎 2），木本克彦 1）

  1）神奈川歯科大学大学院歯学研究科口腔機能修復学講座咀嚼機能制御補綴学分野
  2）神奈川歯科大学大学院歯学研究科口腔科学講座クリニカル・バイオマテリアル
  3）神奈川歯科大学附属病院技工科
   Changes and current status of ceramic restorations at Kanagawa Dental University Hospital 
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Part 3
  Kumasaka T1），Hoshi N1），Higashi T1），Arai Y1），Kawanishi N1），Ohashi K2），
  Furukawa T3），Inoue E3），Seimiya K3），Nihei T2），Kimoto K1）

  1） Division of Prosthodontics and Oral Rehabilitation, Department of Oral Function and 
Restoration, Graduate School of Dentistry, Kanagawa Dental University

  2） Division of Clinical Biomaterials, Department of Oral Science, Graduate School of Dentistry, 
Kanagawa Dental University

  3）Department of Dental Laboratory，Kanagawa Dental University Hospital

P-16　新たな咬合印象法による修復物製作（第 2報）：咬合印象模型の光計測データによる検証
  ○荘村泰治 1），西山貴浩 1），若林一道 2），中村隆志 2），山下正晃 1），山口　敦 1），
  　樋口鎮央 1）

  1）和田精密歯研株式会社，
  2）大阪大学大学院歯学研究科顎口腔機能再建学講座
   Fabrication of restorations by using new triple impression tray (Part 2)： Optical verification of 

stone model impressed by triple tray 
  Sohmura T1），Nishiyama T1），Wakabayashi K2），Nakamura T2），Yamashita M1），
  Yamaguchi A1）， Higuchi S1）

  1）Wada Precision Dental Co., Ltd.
  2）Osaka University Graduate School of Dentistry Department of Fixed Prosthodontics

P-17　光透視による支台歯マージン形状の検出の試み（第 2報）
  ○上田康夫 1），加藤祐次 2），山口泰彦 1），清水孝一 3）

  1）北海道大学大学院歯学研究科
  2）北海道大学大学院情報科学研究科
  3）早稲田大学大学院情報生産システム研究科
   Attempt for detection of abutment-tooth margin shape by optical transillumination imaging, 

Part2
  Ueda Y1），Kato Y2），Yamaguchi T1），Shimizu K3）

  1）Graduate School of Dental Medicine, Hokkaido University
  2）Graduate School of Information Science and Technology, Hokkaido University
  3）Graduate School of Information, Production and Systems, Waseda University

P-18　歯科用 CADを用いたデジタルデータ上での咬合確認と補正
  ○正井隆祐，山内佑太，恒田隆之，武田　航，水野量仁
  株式会社 Johnny’s Factory
  Occlusion check and adjustment on digital data using dental CAD
  Masai R，Yamauchi Y，Tsuneda T，Takeda W，Mizuno K
  Johnny’s Factory Co., Ltd

P-19　口腔内スキャナーによる咬合採得に対する咬みしめ強度の影響
  ○岩内洋太郎，谷口飛鳥，三好敬太，上村江美，西山弘崇，高場雅之，田中晋平，
  　馬場一美
  昭和大学歯科補綴学講座
  Effect of clenching force level on jaw registration by intra-oral scanner
  Iwauchi Y，Taniguchi A，Miyoshi K，Kamimura E，Nishiyama H，Takaba M，
  Tanaka S，Baba K
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  Department of Prosthodontics, Showa University School of Dentistry

P-20　顎運動のデジタルデータと CAD/CAMシステムを用いて設計した機能的歯冠形態の検討　第 3報
  ○尾関　創 1），阿部俊之 1），原田　亮 1），池田大恵 1），服部豪之 1），土屋淳弘 1），
  　足立　充 1），山原　覚 1），佐久間重光 1），橋本和佳 1），伊藤　裕 1），藤本隆広 2），
  　服部正巳 3）

  1）愛知学院大学歯学部冠・橋義歯学講座
  2）カボデンタルシステムズジャパン株式会社
  3）愛知学院大学歯学部高齢者歯科学講座
   Consider of functional crowns using dental CAD/CAM system and digitalized mandibular 

movement No.3
  Ozeki H1），Abe T11），Harata R1），Ikeda H1），Hattori H1），Tsuchiya A1），
  Adachi M1），Yamahara S1），Sakuma S1），Hashimoto K1），Ito Y1），Fujimoto T2），
  Hattori M3）

  1）Department of Fixed Prosthodontics, School of Dentistry, Aichi Gakuin University
  2）KaVo Dental Systems Japan Co., Ltd.
  3）Department of Gerodontology, School of Dentistry, Aichi Gakuin University

P-21　デジタルテクノロジーを応用したオーラルリハビリテーション−プロビジョナルブリッジの製作−
  ○佐久間重光 1），藤本隆広 2），川澄勝久 3），鈴村諒太 3），阿部俊之 1），橋本和佳 1），
  　池田大恵 1），尾関　創 1），荒木厚詞 1），伊藤　裕 1），服部正巳 4）

  1）愛知学院大学歯学部 冠・橋義歯学講座
  2）カボ デンタルシステムズジャパン株式会社
  3）愛知学院大学歯学部附属病院歯科技工部
  4）愛知学院大学歯学部高齢者歯科学講座
  Oral rehabilitation using digital technology： Creating provisional bridge 
  Sakuma S1），Fujimoto T2），Kawasumi K3），Suzumura R3），Abe T1），Hashimoto K1），
  Ikeda H1），Ozeki H1），Araki A1），Ito Y1），Hattori M4）

  1）Department of Fixed Prosthodontics, School of Dentistry, Aichi Gakuin University
  2）Kavo Dental Systems Japan Co.,Ltd.
  3）Department of Dental Laboratory, Aichi Gakuin Dental Hospital
  4）Department of Gerodontology, School of Dentistry, Aichi Gakuin University

P-22　デジタルブロックアウトを用いた作業の効率化
  ○恒田隆之，山内佑太，正井隆祐，武田　航
  株式会社 Johnny's Factory
  Efficiency improvement of work using digital blockout
  Tsuneda T，Yamauchi Y，Masai R，Takeda W
  Johnny’s Factory Co.,Ltd

P-23　 インプラントブリッジ症例における嵌合部の適合精度向上を目的としたポジショニングジグの利用に
ついて

  ○山内佑太，武田　航，水野量仁，正井隆祐，恒田隆之
  株式会社 Johnny's Factory
   Case studies regarding positioning jig usage for improved accuracy of dental implant bridge 

joints
  Yamauchi Y，Takeda W，Mizuno K，Masai R，Tsuneda T



The Journal of the Japan Academy of Digital Dentistry Vol.7 No.1

Vol.7, No.1, 2017−　　−55

  Johnny’s Factory CO., Ltd.

P-24　3Dモデリング法を応用した顔面欠損患者に対するエピテーゼ治療
  ○松岡鮎美，吉岡　文，尾澤昌悟，武部　純
  愛知学院大学歯学部有床義歯学講座
  Facial prosthetic treatment using 3D modeling system for patients with facial defects 
  Matsuoka A，Yoshioka F，Ozawa S，Takebe J
  Department of Removable Prosthodontics, School of Dentistry, Aichi Gakuin University

P-25　ピエゾグラフィーを用いた CAD/CAMコンプリートデンチャー
  ○徳江　藍 1），新保秀仁 1），大久保力廣 1），寺内知哉 2）

  1）鶴見大学歯学部有床義歯補綴学講座，
  2）三井化学
  Complete denture construction using piezography and CAD/CAM
  Tokue A1），Shimpo H1），Ohkubo C1），Terauchi T2）

  1）Depaertment of Removable Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine
  2）Mitsui Chemicals Inc.

P-26　無口蓋型 CAD/CAMコンプリートデンチャーの維持力
  ○冬頭知明 1），高橋和也 1），飯沼陽平 1），徳江　藍 1），新保秀仁 1），大久保力廣 1），
  　寺内知哉 2），宇杉真一 2）

  1）鶴見大学歯学部有床義歯補綴学講座，
  2）三井化学
  Retentive force of CAD/CAM complete denture without palatal plate
  Fuyuto T1），Takahashi K1），Iinuma Y1），Tokue A1），Shimpo H1），Okubo C1），
  Terauchi T2），Usugi S2）

  1）Department of Removable Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine
  2）Mitsui Chemicals Inc.

P-27　口腔内スキャナーの複製義歯応用への可能性　−第一報−
  ○古川辰之 1），井上絵理香 1），星　憲幸 2），丸尾勝一郎 2），熊坂知就 2），
  　荒井佑輔 2），川西範繁 2），東　冬一郎 2），清宮一秀 1），木本克彦 2）

  1）神奈川歯科大学附属病院技工科
  2）神奈川歯科大学大学院歯学研究科口腔機能修復学講座 咀嚼機能制御補綴学分野
  Application possibility of intraoral digital impression to duplicate denture. (Part 1)
  Furukawa T1），Inoue E1），Hoshi N2），Maruo K2），Kumasaka T2），Arai Y2），
  Kawanishi N2），Higashi T2），Seimiya K1)，Kimoto K2）

  1）Department of Dental Laboratory， Kanagawa Dental University Hospital 
  2） Division of Prosthodontics and Oral Rehabilitation, Department of oral Function and 

Restoration, Graduate School of Dentistry, Kanagawa Dental University.

P-28　全部床義歯製作におけるデジタル印象・咬合採得
  ○岩城麻衣子 1），金澤　学 2），荒木田俊夫 2），鈴木哲也 3），水口俊介 2）

  1）東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科総合診療歯科学分野
  2）東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科高齢者歯科学分野
  3）東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科口腔機能再建工学分野
  Digital impression and jaw registration for the complete dentures
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  Iwaki M1），Kanazawa M2），Arakida T2），Suzuki T3），Minakuchi S2）

  1） Department of General Dentistry, Graduate school of Medical and Dental Science, Tokyo 
Medical and Dental University

  2）Department of Gerodontology and Oral Rehabilitation
  3）Department of Oral Prosthetic Engineering

P-29　光学印象によって即時義歯を製作した 1症例
  ○米澤　悠，小林琢也，原　総一朗，野村太郎，近藤尚知
  岩手医科大学歯学部補綴・インプラント学講座
  A case report of immediate complete denture fabrication using digital impression
  Yonezawa Y，Kobayashi T，Hara S，Nomura T，Kondo H
   Department of Prosthodontics and Oral Implantology School of Dentistry Iwate Medical 

University

P-30　レーザー積層造形法にて製作した大連結子の寸法精度の検討
  ○若杉俊通 1），白石浩一 1），熊野弘一 1），朝倉正紀 2），樋口鎮央 3），河合達志 2），
  　武部　純 1）

  1）愛知学院大学歯学部有床義歯学講座
  2）愛知学院大学歯学部歯科理工学講座
  3）和田精密歯研株式会社
  Dimensional accuracy of the major connector fabricated using laser sintering
  Wakasugi T1），Shiraishi K1），Kumano H1），Asakura M2），Higuchi S3），Kawai T2），
  Takebe J1）

  1）Department of Removable Prosthodontics, Aichi Gakuin University School of Dentistry
  2）Department of Dental Materials Science, Aichi Gakuin University School of Dentistry
  3）Wada Precision Dental Laboratories Co.,Ltd

P-31　部分床義歯製作におけるフルデジタル化の可能性
  ○一志恒太 1），濵中一平 2），杉本太郎 1），村上由利子 3），髙橋　裕 2）

  1）福岡歯科大学医科歯科総合病院中央技工室，
  2）福岡歯科大学咬合修復学講座有床義歯学分野，
  3）株式会社ニッシン
  Possibility of full digitization in removable partial denture manufacturing method
  Isshi K1），Hamanaka I2），Sugimoto T1），Murakami Y3），Takahashi Y2）

  1）Fukuoka Dental College Medical and Dental General Hospital Central Dental Laboratory
  2）Division of Removable Prosthodontics, Fukuoka Dental College
  3）Nissin Dental Products INC.

P-32　歯列骨格統合モデルを用いた顔面非対称におけるデンタルコンペンセーションの検討
  ○萩原俊一，佐藤允俊，不島健持
  神奈川歯科大学大学院歯学研究科高度先進口腔医学講座歯科矯正学分野
  Examination of dental compensation in the facial asymmetry using the dentoskeltal model
  Hagiwara S，Sato C，Fushima K
   Division of Orthodontics, Department of Highly Advanced Stomatology,Graduate School of 

Dentistry, Kanagawa Dental University
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P-33　成人矯正治療において歯の移動が歯周組織に与える影響の検討
  ○尾関佑美，小野崎純，不島健持
  神奈川歯科大学大学院歯学研究科高度先進口腔医学講座歯科矯正学分野
  Study of the effect that tooth movement gives to periodontium in adult orthodontics treatment
  Ozeki Y，Onozaki J，Fushima K
   Division of Orthodontics, Department of Highly Advanced Stomatology, Graduate School of 

Dentistry, Kanagawa Dental University

P-34　歯列模型三次元デジタル画像を用いた上顎急速拡大の評価
  ○窪田めぐみ，佐藤允俊，不島健持
  神奈川歯科大学大学院歯学研究科高度先進口腔医学講座歯科矯正学分野
   Evaluation of the maxillary rapid expansion using the dentition model three dimensions digital 

image
  Kubota M，Sato C，Fushima K
   Division of Orthodontics, Department of Highly Advanced Stomatology, Graduate School of 

Dentistry, Kanagawa Dental University

P-35　CBCT再構成パノラミック画像の評価
  ○月岡庸之，原　慶宜，徳永悟士，川島雄介，飯塚紀仁，金田　隆
  日本大学松戸歯学部放射線学講座
  Assessment of CBCT reconstruction panoramic images
  Tsukioka T，Hara Y，Tokunaga S，Kawashima Y，Iizuka N，Kaneda K
  Department of Radiology, Nihon University School of Dentistry at Matsudo

P-36　3Dプリンターを用いて試作したクラウン支台歯形成模型歯についての歯科医師によるアンケート調査
  ○大野公稔 1），竹市卓郎 1），原田　亮 1），加藤彰子 2），服部正巳 3）

   1）愛知学院大学歯学部冠・橋義歯学講座
  2）愛知学院大学歯学部口腔解剖学講座
  3）愛知学院大学歯学部高齢者歯科学講座
   Dentist questionnaire survey of trial fabricated modeling teeth by 3D printer for education of 

tooth preparation for crown
  Ohno K1），Takeichi T1），Harata R1），Kato A2），Hattori M3）

   1）Department of Fixed Prosthodontics, School of Dentistry, Aichi Gakuin University
  2）Department of Oral Anatomy, School of Dentistry, Aichi Gakuin University
  3）Department of Gerodontology, School of Dentistry, Aichi Gakuin University

 懇親会（1F 大学食堂）

 18：00 ～ 19：30 懇親会
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《2日目　4月 23 日（日）》

 8：30 ～ 受付（B2Fロビー）

 第 1 会場（B2F 記念ホール）

 9：00 ～ 10：20 シンポジウム 2
  『CAD/CAMパーシャルデンチャーの現状と展望』
   座長　馬場　一美（昭和大学 歯学部歯科補綴学講座）
  「パーシャルデンチャーフレームワークのハイブリッド加工」
   　　　仲田　豊生（鶴見大学歯学部有床義歯補綴学講座）
  「パーシャルデンチャーへの積層造形法の応用」
   　　　白石　浩一（愛知学院大学歯学部有床義歯学講座）
  「CAD/CAMを用いたノンメタルクラスプデンチャーの作製」
   　　　濵中　一平（福岡歯科大学咬合修復学講座）
  「部分床義歯におけるデジタルワークフロー−ジルコニアフレームワークの応用−」
   　　　西山　弘崇（昭和大学歯科病院歯科補綴学講座）

 10：30 ～ 12：30 海外特別講演
   座長　大久保力廣（鶴見大学歯学部有床義歯補綴学講座）
 ※逐次通訳あり 「 Total digital workflow for fully edentulous patients：CAD-CAM denture to new 'Dentca-on-4®'」
   　　　Prof. Tae Hyung Kim
   　　　（ Herman Ostrow School  of  Dent is t ry  of  USC, 

Restorative Sciences）

 13：30 ～ 14：20 教育講演
  『三次元積層造形の歯科応用と薬事製造許可に関する動向』
    座長　小田　　豊（東京歯科大学歯科理工学講座）
  「三次元積層造形の歯科応用」
   　　　新谷　明喜
   　　　（日本歯科大学生命歯学部歯科補綴学第 2講座）
  「金属製歯科補綴装置開発への積層造形技術の応用と薬事製造許可の動向」
   　　　岡崎　義光
   　　　（ 国立研究開発法人産業技術総合研究所健康工学研

究部門）

 14：30 ～ 15：40 シンポジウム 4
  『歯科医院におけるデジタルテクノロジーの最前線』
   座長　疋田　一洋
   　　　（ 北海道医療大学歯学部口腔機能修復再建学系デジ

タル歯科医学分野）
  「臨床におけるデジタルソリューションの構築」
   　　　草間　幸夫
   　　　（医療法人研整会 西新宿歯科クリニック）
  「インプラント治療におけるデジタル技術の応用」
   　　　小川　洋一（東京ステーション歯科クリニック）
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 15：40 ～ 閉会式

 第 2 会場（2F 第一講堂）

 9：00 ～ 9：40 一般口演 4
   座長　佐藤　　亨
   　　　（東京歯科大学クラウンブリッジ補綴学講座）

O-12　臨床実習終了時技能試験におけるデジタルデータを活用した支台歯形成の客観的評価の試み
  ○田邉憲昌，玉田泰嗣，小熊ひろみ，三浦真悟，深澤翔太，金村清孝，近藤尚知
  岩手医科大学歯学部補綴・インプラント学講座補綴・インプラント学分野
   Objective assessment of tooth preparation by computerized digital evaluation system in post 

CC OSCE
  Tanabe N，Tamada Y，Oguma H，Miura S，Fukazawa S，Kanemura K，Kondo H
   Division of Prosthodontics and Oral Implantology, Department of Prosthodontics and Oral 

Implantology, School of Dentistry, Iwate Medical University

O-13　昭和大学歯学部におけるデジタルデンティストリーの現状
  ○田中晋平 1），上村江美 1），西山弘崇 1），鍛冶田忠彦 2），宮﨑　隆 3），馬場一美 1）

  1）昭和大学歯学部歯科補綴学講座
  2）昭和大学歯科病院歯科技工室
  3）昭和大学歯科保存学講座歯科理工学部門
  Current status of digital dentistry at Showa University School of Dentistry.
  Tanaka S1），Kamimura E1），Nishiyama H1），Kajita T2），Miyazaki T3），Baba K1）

  1）Department of Prosthodontics, Showa University School of Dentistry
  2）Dental Laboratory, Showa University Dental Hospital
  3） Department of Conservative Dentistry, Division of Biomaterials and Engineering, Showa 

University School of Dentistry

O-14　昭和大学歯科病院歯科技工室におけるデジタルデンティストリーの現状
  ○鍛冶田忠彦 1），八巻知里 1），宇都宮真一 1），田中晋平 2），宮㟢　隆 3），馬場一美 2）

  1）昭和大学歯科病院歯科技工室
  2）昭和大学歯学部歯科補綴学講座
  3）昭和大学歯科保存学講座歯科理工学部門
  Current status of digital dentistry in Showa University Dental Hospital Dental Laboratory.
  Kajita T1），Yamaki C1），Utsunomiya S1），Tanaka S2），Miyazaki T3），Baba K2）

  1）Dental Laboratory, Showa University Dental Hospital
  2）Department of Prosthodontics, Showa University School of Dentistry
  3） Department of Conservative Dentistry, Division of Biomaterials and Engineering, Showa 

University School of Dentistry

O-15　口腔内カメラのビデオ映像を見ながら行う治療技術
  ○藤江英宏
  鶴見大学歯学部保存修復学講座 , 藤江デンタルクリニック，口腔内カメラ教育センター
  Treatment techniques performed while viewing images from an intraoral camera
  Fujie H
   Department of Operative Dentistry, Tsurumi University School of Dental Medicine, Fujie 
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Dental Clinic, Intraoral Camera Education Center

 9：40 ～ 10：10　一般口演 5
   座長　武部　　純（愛知学院大学歯学部有床義歯学講座）

O-16　積層造形法による有床義歯製作の可能性と今後の展開
  ○玉置勝司 1），前畑　香 1），生田龍平 1），平野綾夏 2），杉山久幸 2）

  1）神奈川歯科大学顎咬合機能回復補綴医学分野
  2）丸紅情報システムズ株式会社
  Possibility and prospects of manufacturing plate denture utilizing additive manufacturing
  Tamaki K1），Maehata K1），Ikuta R1），Hirano A2），Sugiyama H2）

  1）Division of Prosthodontic dentistry for function of TMJ and Occlusion
  2）Marubeni Infomation Systems Co.,Ltd

O-17　3Dプリンタを用いた医療認可取得済み PMMA製シームレス中空型顎義歯の製作
  ○小澤大輔 1），池田貴臣 1，2），高木一世 1），辻村正康 1，2）

  1）タカギデンタルソリューション
  2）第一技工研究所
   Fabrication of seamless obturator using CAD/CAM by medical approval completed PMMA 

resin
  Ozawa D1），Ikeda T1，2），Takagi I1），Tsujimura M1，2）

  1）Takagi Dental Solution
  2）The first dental laboratory

O-18　咀嚼運動を取り込んだバーチャル咬合器上での CAD/CAMクラウン作製法
  ○梅原一浩 1，2），四ツ谷護 2），佐藤　亨 2），黒田祥太 2），黒石　元 2），露木　悠 2），
  　野本俊太郎 2）

  1）梅原歯科医院
  2）東京歯科大学クラウンブリッジ補綴学講座
   Methodology to fabricate a CAD/CAM crown on a virtual articulator incorporating the 

mastication movement
  Umehara K1），Yotsuya M2），Sato T2），Kuroda S2），Kuroishi G2），Tuyuki Y2），Nomoto S2）

  1）Umehara Dental Office
  2）Tokyo Dental College Department of Fixed Prosthodontics

 10：30 ～ 11：30 特別セミナー
  「CAD Designを用いたオールセラミッククラウン製作」
   　　　佐々木正二
   　　　（大阪セラミックトレーニングセンター宮崎校）
   　　　　共催：デジタルプロセス株式会社

 12：30 ～ 13：30 ランチョンセミナー 1
  「 前歯部オールセラミック修復治療，成功への鍵− CAD/CAMテクノロジーとフルジ

ルコニアの可能性−」
   　　　瀬戸　延泰（瀬戸デンタルクリニック）
   　　　　共催：クラレノリタケデンタル株式会社
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 13：30 ～ 15：30 シンポジウム 3
  『デジタルワークフローに歯科技工士がどのようにかかわるのか』
   座長　末瀬　一彦（大阪歯科大学歯科審美学室）
  「デジタル技術が変える歯科技工」
   　　　河村　　昇（鶴見大学歯学部歯科技工研修科）
  「インハウス CAD/CAMシステムの優位性」
   　　　菅原　克彦（有限会社ケイエスデンタル）
  「広島大学における口腔工学とデジタルデンティストリーの展開」
   　　　木原　琢也（広島大学大学院医歯薬保健学研究院）

 第 3 会場（2F 第二講堂）

 12：30 ～ 13：30 ランチョンセミナー 2
  「 クリニックにおけるセレックシステムの活用法～これからはデジタルデータのイン

テグレーションが要～」
   　　　北道　敏行
   　　　（きたみち歯科医院）
   　　　　共催：デンツプライシロナ株式会社

 第 4 会場（2F 第三講堂）

 12：30 ～ 13：30 ランチョンセミナー 3
  「デジタルデンティストリーの現在の到達点」
   　　　近藤　尚知
   　　　（岩手医科大学歯学部補綴・インプラント学講座）
   　　　　共催：スリーエムジャパン株式会社

 第 5 会場（3F 第四講堂）

 12：30 ～ 13：30 ランチョンセミナー 4
  「Blue Sky Planと Formlabsを活用したデジタル診療の最前線」
   　　　高木　洋志
   　　　（ Blue Sky Bio Academy ソフトウェア指導医）
   　　　　共催：コアフロント株式会社

 ポスター会場（B3F ロビー）

  9：00 ～ 15：00 ポスター閲覧（P-01 ～ P-36）
 15：00 ～ 15：50 ポスター撤去
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▪会場のご案内▪

　　　　　　　　　鶴見大学　記念館
　　　　　　　　　〒230-8501　横浜市鶴見区鶴見2−1−3
　　　　　　　　　　　　　　　　TEL　045−581−1001
　　　　　　　　　・鶴見駅西口下車　徒歩5分
　　　　　　　　　・京急鶴見駅下車　徒歩7分
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フロア案内
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１日目　４月 22日（土）



The Journal of the Japan Academy of Digital Dentistry Vol.7 No.1

Vol.7, No.1, 2017 −　　−66

２日目　４月 23日（日）
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参加者へのご案内とお願い

１．学会参加のみなさまへ

　１）学会受付（鶴見大学記念館B2Fロビー）
　　　平成29年4月22日（土）11：30から行います．
　　　平成29年4月23日（日）　8：30から行います．
　 ２）会員の皆さまと参加費前納の方
　　　事前送付されております参加証を忘れずにご持参ください．
　　　 当日は事前登録者受付を11：30から会場B2Fロビーに設置いたしますので，参加証をご提示いただき，

抄録集をお受け取りください．
　　　 また，会場内では，参加証を必ずご着用ください．未着用の方の入場はお断りさせていただく場合が

ございます.
　３）入会希望の方
　　　学会事務局にて入会手続きを行っております．
　　　 演者ならびに共同演者は会員であることが条件となっておりますので，未入会の方は入会手続きを必

ず行ってください．
　　　【学会事務局】　日本デジタル歯科学会事務局
　　　　　　　　　　　〒170-0003　東京都豊島区駒込1－43－9　一般財団法人　口腔保健協会内
　　　　　　　　　　　TEL：03－3947－8891　　FAX：03－3947－8341
　４）駐車場について
　　　駐車場はございませんので，ご来場の際は，公共交通機関をご利用ください．

２．質疑応答

　　質問は挙手にて座長の許可を得て，必ず所属，氏名を明らかにして所定のマイクでご発言ください．

３．座長の先生方へ

　１）座長は担当セッションの10分前までに所定の席（次座長席）へお越しください．
　２）質疑，討論は所定の時間内に終わるよう定時進行にご協力をお願いいたします．
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４．発表者の皆様へ

１）口演発表
　１．PC受付について
　　　 事務局で用意しているパソコンのOSはWindows，アプリケーションはPowerPoint 2007，2010，2013で

す．発表時刻の30分前までにUSBメモリー，CD-R，もしくはご自身のノートパソコンをPC受付にお持
ちいただき，受付・試写をお済ませください．

　　　 スマートフォン，i-pad等でのデータ持込み及びHDMIでの送出は対応しておりません．
　　　 発表データの受付は，発表が差し迫っている演者を優先して受付をさせていただく場合がございます

のでご了承ください．また，受付時のデータ修正は固くお断りいたします．
　　　 なお，バックアップデータを必ずご持参ください.
　　　　PC受付　４月22日（土）12：00～16：00，4月23日（日）8：30～10：00（B2Fロビー）

　２．作成スライドについて
　　　スライドサイズはXGA　1024×768（4：3）で作成してください．
　　　 指定の解像度で作成されていない場合，スライドが正しく映らない場合がございますので，ご注意く

ださい．

　３．発表について
　　　演者の先生は開始10分前までに次演者席にご着席ください．
　　　 一般口演の発表時間は，10分（発表８分，質疑応答２分）です．発表時間中は緑ランプ，終了時１分

前に黄ランプで合図し，赤ランプで発表終了です．
　　　発表形式はパソコンによる単写です．
　　　スライドの枚数には制限がありませんが，制限時間内に終了するようにしてください．
　　　発表データの操作はご本人で行なってください．レーザーポインタは大会側で用意します．
　　　質疑応答時間については，座長の指示に従ってください．

■データ(USBメモリー，CD-R)を持ち込まれる方へ
　１．フォントはWindowsに標準搭載されているものをご使用ください．
　２． コピーミスを防ぐため，メディアに保存したあと，作成したPC以外のPC環境でも正常に動作すること

をご確認ください．また，必ずウィルス駆除ソフトでウィルスチェックを行ってください．
　３．お預かりした発表データは，学会終了後に全て消去いたします．

■ノートパソコンを持ち込まれる方へ
　１．ACアダプター，外部出力用変換ケーブルは必ずご自身でご用意ください．
　２．事務局で用意しているPCケーブルのコネクタは，MiniD-Sub 15ピンです．
　　　この形状に合ったノートパソコンをご用意いただき，この形状に変換する
　　　コネクタを必要とする場合には，ご自身でご用意ください．
　３．スクリーンセーバーおよび省電力設定など，発表の妨げになる設定は事前に解除してください．
　４．スムーズな進行をするために「発表者ツール」の使用はご遠慮ください．
　　　発表原稿が必要な方は，あらかじめプリントアウトをお持ちください．
　　　会場でのプリントアウトは対応しておりません．

PC側Mini D-sub15ピン
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２）ポスター発表
　　　フリーディスカッション形式となります.
　　　発表時間（４月22日（土）16：10～16：40）には必ずポスター前に待機してください．
　１．ポスター受付について
　　　 受付をお済ませの後，ポスターの貼り付けをお願いいたします．ポスターの貼付・撤去は必ず指定さ

れた時間内に行ってください．
　　　　ポスター受付（B3Fロビー） ４月22日（土）　12：00～13：00
　　　　　　　　　　　　・貼付時間 ４月22日（土）　12：00～13：00
　　　　　　　　　　　　・閲覧時間 ４月22日（土）　13：00～18：00
 ４月23日（日）　　9：00～15：00
　　　　　　　　　　　　・撤去時間 ４月23日（日）　15：00～15：50
　　　※撤去時間を過ぎても残っているポスターは，事務局で処分します．

　２．作成ポスターについて
　　　パネルのサイズは120cm（幅）×180cm（高さ）です．
　　　パネル上部の左側には大会事務局であらかじめ演題番号
　　　（20㎝×20㎝）を掲示しておりますので，該当パネルに
　　　ポスターを掲示してください．
　　　押しピンは各自ご用意ください（両面テープでの掲示は
　　　できません）．
　　　ポスターはパネルの下部20cmを空けて掲示してください．

５．懇親会

　　　　日　時：平成29年４月22日（土）18：00～19：30
　　　　会　場：鶴見大学記念館 1F 大学食堂
　　　　参加費：8,000円（当日）

６．ランチョンセミナー（定員：各セミナー100名）

　１） ランチョンセミナーの整理券は４月23日（日）の朝から企業展示ブース（1F大学食堂）で配布いたし
ます．下記協賛企業の展示ブースで整理券をお受取りください．

　　　　・ランチョンセミナー１　クラレノリタケデンタル株式会社 第2会場（2F　第一講堂）
　　　　・ランチョンセミナー２　デンツプライシロナ株式会社 第3会場（2F　第二講堂）
　　　　・ランチョンセミナー３　スリーエムジャパン株式会社 第4会場（3F　第三講堂）
　　　　・ランチョンセミナー４　コアフロント株式会社  第5会場（3F　第四講堂）
　２）会場の席数に限りがございます．定員になり次第，配布を終了いたします．
　３）整理券はお一人様1枚とさせていただきます．参加証をご提示ください．
　４） 整理券はセミナー開始10分後をもって無効とし，整理券の持たないキャンセル待ちの参加者の入場を

認めます．早めにご参集ください．



The Journal of the Japan Academy of Digital Dentistry Vol.7 No.1

Vol.7, No.1, 2017 −　　−70

大会長挨拶
　このたび，平成 29 年 4 月 22 日（土）～ 23 日（日）に鶴見大学記念館（横浜市）にて一般社団法人日本

デジタル歯科学会第 8回学術大会を開催させていただきます．「日本歯科 CAD/CAM学会」としてスタート

した本学会は，その後に「日本デジタル歯科学会」と学会名を変更し，昨年には法人化されました．デジ

タルデンティストリーの急速な発展とともに，本学会の会員や賛助企業も増加の一途を辿っており，まさ

に急成長で飛躍する学会となっています．その学術大会を本学にて主管させていただくことは身に余る光

栄であり，末瀬一彦学会長はじめ理事の先生方そして本学会の諸先生方に心から感謝を申し上げる次第で

す．

　さて，第 8回大会はメインテーマを「デジタルにより何が変わるのか？　－次世代歯科医療への提言－」

とさせていただきました．進化し続けるデジタルテクノロジーの潮流は近未来の歯科医療体系を大きく変

化させ，診査，診断，臨床術式，技工術式だけでなく，歯学教育や診療室体型，医療情報ネットワーク，

災害対策等，歯科を取り巻くすべての状況に画期的な変革が期待されます．デジタルデンティストリー全

盛時代に向け、最新の研究成果をもとにディスカッションし，夢や希望を共有しながら歯科医療の発展を

確認したいと思います．

　特別講演では奈良先端科学技術大学院大学の佐藤嘉伸教授に「計算解剖学に基づく医用画像認識と自動

手術計画」のご講演をお願いし，情報科学と医学の融合による高度に知能化された計算医学について解説

をしていただきます．また海外特別講演では USCの Tae Hyung Kim教授に「Total digital work flow for fully 

edentulous patients CAD-CAM denture to new‘ Dentca-On-4® ’」と題してアメリカにおける最新の CAD/CAM

デンチャーを紹介していただきます（通訳あり）．教育講演では日本歯科大学の新谷明喜名誉教授と国立研

究開発法人産業技術総合研究所の岡崎義光上級主任研究員に「三次元積層造形の歯科応用と薬事製造認可

に関する動向」について，これまでの経緯や最新情報をご講演いただきます．さらに「デジタル技術を応

用した卒前歯学教育」，「CAD/CAMパーシャルデンチャーの現状と展望」，「デジタルワークフローに歯科技

工士がどのようにかかわるのか」，「歯科医院におけるデジタルテクノロジーの最前線」をテーマに 4つの

シンポジウムを企画します．加えて，企業の皆様からの多大なご支援，ご協力をいただき，たくさんの業

者企画講演やランチョンセミナーを開催します．さらに，会員の皆様からも一般口演 18 題，ポスター発表

36 題とたくさんの演題申し込みをいただきました．活発な議論をとおして，十分な意見交換，情報交換を

していただければ幸いです．

　開催地となります横浜は我が国の近代歯科医学発祥の地でもあり，その横浜で「デジタルにより何が変

わるのか」を議論し，次世代歯科医療を展望することは大きな意義があると考えます．本学術大会が盛会

裏に終わりますよう，大会校一同，精一杯準備していく所存です．たくさんの方々のご参加をお待ち申し

上げます．

一般社団法人日本デジタル歯科学会第８回学術大会
大会長　大久保　力廣



Vol.7, No.1, 2017

The Journal of the Japan Academy of Digital Dentistry Vol.7 No.1

−　　−71

2004 年　University of Uruguay，Visiting Scientist 
2005 年　 鶴見大学歯学部歯科補綴学第一講座　講師
2009 年　 鶴見大学歯学部歯科補綴学第一講座　教授
2016 年　鶴見大学歯学部附属病院　病院長

学会活動
日本デジタル歯科学会　理事
日本補綴歯科学会　理事　指導医
日本接着歯学会　理事　認定医
日本歯科理工学会　監事
日本口腔インプラント学会　指導医
日本顎顔面インプラント学会　指導医

大久保　力廣
鶴見大学歯学部有床義歯補綴学講座　教授
インプラントセンター　センター長

略歴
1986 年　鶴見大学歯学部卒業
1990 年　鶴見大学大学院修了
1990 年　 鶴見大学歯学部歯科補綴学第一講座　助手
1996 年　 Baylor College of Dentistry，Visiting 

Scientist
1997 年　 Baylor College of Dentistry，Assistant 

Professor 

大会長講演

有床義歯のデジタル製作

大久保　力廣

　最近のデジタルテクノロジーの飛躍的な進歩に並走し，補綴装置の製作にも CAD/CAM が導入され，そ
の有効性が広く認識されています．特に一昨年，CAD/CAM 冠が保険収載されたことから，一般臨床におい
ても急速な普及が見られています．しかしながら，インプラント上部構造やクラウンブリッジに比較して
有床義歯の CAD/CAM 製作はやや出遅れている気がします．現状では未だ，ろう堤に人工歯を 1 歯ずつ排
列し，粉と液を混ぜてレジンを重合させる昔ながらの術式が踏襲されています．もちろん義歯を CAD によ
りデザインし，フレームワークや義歯床，人工歯を CAM で製作することは試行されていて，特にコンプリー
トデンチャーは構成要素が少ないことから，すでに海外ではコマーシャルベースで臨床応用されています．
　CAD/CAM デンチャーの利点は材質の均質化や物性の向上はもちろんのこと，レジンの重合収縮による義
歯床の変形や咬合の誤差を抑制できることから，優れた適合を得られることにあります．また，義歯修理
や再製作時に顎堤やデンチャースペース，旧義歯の形状データが蓄積されていることの恩恵は計り知れま
せん．義歯の製作術式も概形印象採得から始まる既存術式と大きく異なっていくと考えられ，患者負担の
減少や術式の簡便化，高精度・高強度の有床義歯の実現に多大な期待が寄せられています．
　近未来，歯科治療のほとんどがデジタル化することが予見されますが，補綴装置の中でも複雑な形状を
有しつつ，高い精度が要求されるパーシャルデンチャーのフルデジタル製作が私の目標です．そこで，大
会長講演では有床義歯分野における CAD/CAM 応用の現状と今後の方向性を概説させていただき，本大会
の序開きとさせていただきます．
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佐藤　嘉伸
奈良先端科学技術大学院大学　情報科学研究科　教授

略歴
1982 年 大阪大学基礎工学部情報工学科卒業
1988 年 同・大学院博士課程修了　工学博士
1988 年～ 1992 年　 NTT ヒューマンインタフェー

ス研究所勤務 
1992 年 大阪大学医学部助手
　 この間，1996 年～ 1997 年 米国ハーバード大

学 医 学 部 Brigham and Women's 病 院 Surgical 
Planning Laboratory 客員研究員

1999 年 大阪大学大学院医学系研究科准教授
2014 年 奈良先端科学技術大学院大学教授

論文誌・学会活動
・ Medical Image Analysis誌 Editorial Board 

Member
・ International Journal of Computer Assisted 

Radiology and Surgery （IJCARS） 誌 Editorial 
Board Member

・ International Conference on Medical Image 
Computing and Computer Assisted Intervention 
（MICCAI） 2013 Program Chair

・日本医用画像工学会副会長
・日本コンピュータ外科学会理事
・電子情報通信学会フェロー

特別講演

計算解剖学に基づく医用
画像認識と自動手術計画

佐藤　嘉伸

　医用画像撮影装置の高精細化・多様化はとどまるところを知らず，これらの画像データを最大限活用す
べく，文科省・科研費・新学術領域「計算解剖学」（領域代表：小畑秀文，2009-2014）および「多元計算解
剖学」（領域代表：橋爪誠，2014-2019）が遂行されている．本講演では，その成果の一部を紹介する．
　コンピュータが医用画像を認識するためには，まず，認識対象である人体解剖の知識をコンピュータ内
に表現する必要がある．人体解剖の知識には，各臓器・解剖構造の平均的な形状とそれらの空間的関係，
さらには，形状・空間的関係の個体差の情報が含まれる．これらの知識は，多数の症例データに対して統
計数理解析を施すことによりモデル化される．本講演では，これらの知識が，具体的に，どのように統計
数理モデルとして表現され，人体解剖の認識に利用されるかについて，CT 画像からの筋骨格認識の実例を
交えながら述べる．一連のデータ処理過程における統計学的基礎であるベイズ推定の原理についても，わ
かりやすい説明を試みる．
　計算解剖学は，画像認識のみならず，医用画像から最適治療計画を予測するなど，臨床意思決定問題に
も応用できる．その実例として，人工股関節手術の自動術前計画システムを紹介する．過去の多数の患者
解剖データとその上で立案された実際の手術計画およびシミュレーションデータから構築される統計数理
モデルとして，手術計画の知識を表現する．このモデルを用いて，解剖認識と同様に，ベイズ推定により
最適手術計画を自動予測する．このシステムの最新の成果について述べ，歯科学における展開についても
触れる．
　最後に，微細構造や多モダリティの画像を活用して，解剖に加えて，機能（生理），病理を統合した「多
元計算解剖学」への発展について述べる．
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　Dr. Kim is a recipient of multiple grants and awards in 
removable prostheses, and implant research, and lectures 
internationally. Dr. Kim has authored Educational Video 
series in Removable prosthodontics at Herman Ostrow 
School of Dentistry of USC, and Prosthodontics Review 
Book. He is also the author of numerous clinical and 
research articles in CAD CAM Denture and implant 
dentistry. 

　Dr. Tae Kim is Chairman of Removable Prosthodontics 
in the Division of Restorative Science, Herman Ostrow 
School of Dentistry, University of Southern California, 
Los Angeles, California. He is a respected prosthodontist, 
educator, and biomaterials researcher. 
　He completed postgraduate training in Prosthodontics 
at Herman Ostrow School of Dentistry at USC, and 
obtained his Doctorate of Dental Science from the Seoul 
National University, South Korea.  

海外特別講演

Total digital workflow for 
fully edentulous patients: 
CAD-CAM denture to new 

‘Dentca-on-4®’
Tae  Hyung  Kim

　Summary: In recent years, the use of Computer Aided Design/ Computer Aided Manufacture 
（CAD/CAM） technology has allowed the digital fabrication of full arch restoration. Restorations 
created via CAD/CAM software are highly accurate, due to digitally generated processes. CAD/
CAM technology represents a new benchmark for clinician’s armamentarium. 

　Patients have placed an emphasis on immediate load and often request full-arch treatments with 
shorter treatment times and fewer appointments. Treatment of edentulous patients with immediate 
load/function protocols is now a proven approach, but is dependent on a wide variety of factors. 
　CT scan and digital scanning to produce 3D computer generated images places the diagnostic 
information. Using additive and / or subtractive processes, the solutions are created as surgical 
guides, and temporary restorations that merge clinically with implants placed into bone. Dentca-
on-4®, a fixed hybrid solution, will be presented. Dentca-on-4® concept has comprehensive, low 
invasive, immediate rehabilitation of edentulous jaws. The advances in digital process allow 
immediate temporization, and fully digital final restorations that can open new opportunities for 
clinicians.

　The goal of this presentation is to discuss and present digital oral rehabilitation of edentulous 
patients with superior reliability and performance when compared to traditional fabrication 
methods.

Learning Outcomes:
　• Understand 3D printing / Milling processing 
　• Understand new CAD/CAM fabrication
　• Learn accurate production of CAD CAM Implant OverDenture
　•Learn new Dentca-on-4®, Fixed Hybrid solution 
　• Learn different restorative options for fully edentulous patients
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新谷　明喜
日本歯科大学　名誉教授

経歴
昭和46年６月　 日本歯科大学　卒業　補綴学第二講

座　助手
昭和53年４月　講師
昭和59年４月　助教授
平成１年１月　 日本歯科大学生命歯学部歯科補綴学

第２講座　教授
平成15年10月　日本歯科大学　名誉教授

学会
日本デジタル歯科学会，日本補綴歯科学会

賞
2005年　日本歯科理工学会論文賞
2011年　日本歯科補綴学会優秀論文賞

教育講演

三次元積層造形の歯科応用

新谷　明喜

　最先端医療機器の歯科応用における補綴治療では，患者固有の天然歯に近似した形態や機能および色調
の再現が必要とされ，現在の CAD/CAM（Computer-aided designing / Computer-aided manufacturing）などのコ
ンピュータ支援によるデジタル技術はそれらを可能としている．口腔内スキャナーによる光学印象は歯科
治療の最初のステップで，利点として患者へのインフォームドコンセント，画像管理の簡略化，リアルタ
イムでの撮影画像の確認，感染リスクの軽減，印象採得時の嘔吐反射の軽減などである．その一方で，撮
影時の術者の手ぶれによるテクニカルエラー，歯肉縁下のマージンに対する撮影の困難さなどが欠点とし
て挙げられ，その精度についてはさまざまな方法で研究が行われている．口腔内・技工用スキャナー，3D 
プリンター，CAD/CAM の技術は，これまでのシリコーンゴム印象採得，作業模型，ワックス形成，埋没鋳
造，陶材築盛・焼成，研磨などの手作業によるアナログ技術から，これら最先端技術を応用したコンピュー
タ支援によるデジタル技術に転換している．この技術は，口腔内スキャナーによる支台歯の光学印象，形
状測定に基づく補綴装置を設計する CAD 機，積層造形による光硬化樹脂模型と咬合器を作製する３D プリ
ンター，加工による補綴装置を作製する CAM 機などと高機能セラミック材料を応用している．また，切
削加工法によるジルコニアクラウンの作製に加え，レーザー照射による三次元積層造形法による陶材焼付
コバルトクロムクラウンが注目されている，これらの技術は，患者の満足度を向上し，設備投資への見返
りも高く，歯科医療の近代化にも貢献できる．こうした患者の要望に対する完全なデジタル医療を実現し，
幅広い臨床ケースに適応することができる新たなビジネスモデル構築が実現できるようになった．
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岡崎　義光
国立研究開発法人　産業技術総合研究所
生命工学領域　健康工学研究部門
生体材料研究グループ
上席主任研究員

略歴
昭和 64 年　名古屋大学大学院卒業
昭和 64 年　 通商産業省工業技術院機械技術研究所

入所

平成 13 年　 独立行政法人産業技術総合研究所に改組
平成 16 年　 独立行政法人医薬品医療機器総合機構

に出向
平成 29 年　 国立研究開発法人産業技術総合研究所

上席主任研究員

学会活動
レギュラトリーサイエンス学会　評議委員
日本臨床バイオメカニクス学会　評議委員
日本バイオマテリアル学会　評議委員

教育講演

金属製歯科補綴装置開発への
積層造形技術の応用と
薬事製造許可の動向

岡崎　義光

　医療機器のレギュラトリーサイエンスという言葉をご存知でしょうか．医療機器は，厚生労働省による
認可，或いは第三者認証機関による認証が必要となります．歯科補綴装置等は歯科技工士法に基づき運用
される為，歯科医師の指示書に基づき歯科技工所において製造されます．その為，歯科技工所では歯科用
材料の認証或いは認可の取得が必要となります．この歯科用材料の認証等を取得するための評価科学がレ
ギュラトリーサイエンスになります．言い換えれば，現状の科学技術水準に照らして，規制当局による行
政側と産業界である歯科用機器の製造業者との間の調和科学でもあります．このレギュラトリーサイエン
スを円滑に実施するため，厚生労働省と経済産業省の合同事業において，次世代医療機器の評価指標及び
医療機器開発ガイドラインの策定事業が実施されています．
　歯科用金属材料は，審美性の観点から減少傾向にありますが，パーシャルデンチャー等においては，延
性に優れた金属材料の使用が今後も続くことが考えられます．近年，欧米を中心に三次元積層造形技術を
用いて製作された金属製等の歯科補綴装置の実用化が進んでいます．三次元積層造形技術は，製造技術が
新しく，力学的安全性等の基礎データが不足しているため，製品開発及び医療機器製造販売承認申請等の
参考となる力学的安全性データ等の構築がなされています．歯科鋳造材組織に比べて，積層造形材の方が
急冷凝固の効果により，微細な組織となり，耐食性，強度・延性，疲労特性が優れています．
　この優れた三次元積層造形技術を国内でも広く普及させるため，歯科補綴装置の開発・製造の迅速化・
効率化に役立つことを目的とした開発ガイドライン（手引き）が 2016 年度に策定されました．
　本講演では，三次元積層造形技術の歯科分野への応用及び，歯科補綴装置の薬事認可に関する動向をお
話ししたいと思います．
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学会活動
日本補綴歯科学会専門医・指導医
日本義歯ケア学会理事

米山　喜一
鶴見大学歯学部有床義歯補綴学講座　助教

略歴
昭和62年 鶴見大学歯学部卒業
平成２年 鶴見大学大学院修了
平成２年  鶴見大学歯学部歯科補綴学第三講座
 助手
平成８年  鶴見大学歯学部歯科補綴学第一講座
 助手
平成10年～11年　 英国ニューカッスル大学特別研究

員
平成13年  鶴見大学歯学部有床義歯補綴学講座
 助教

シンポジウム１

鶴見大学における
CAD/CAM 実習

米山　喜一

　近年，急速なデジタル技術の進歩によりコンピュータ支援による歯科医療という大きなイノベーション
が生じている．デジタルデンティストリーのワークフローは，従来のロストワックス法とは異なり，印象
材や石膏などを使用せず，光学スキャナーを用いて口腔内をデジタル化し，コンピュータ操作によりデザ
インから製作まで行われる．
　大学などの教育現場では，教育ならびに実習は従来型のロストワックス法を中心に行われており，特に
実習では，ロストワックス法を用いた「技工手腕」や「経験則」を重視する実習が主流である．
　鶴見大学では，平成 26 年よりプラスターレスの「コンピュータ支援による歯型彫刻実習」を行っている．
CAD/CAM システムを用いたデジタル実習では，条件が同じ場合，同一の補綴装置を製作できるため，学生
の正当な評価が行える．さらに，モニター上でバーチャルの歯冠形態をデザインし，ミリングマシーンに
より実際の形態加工で具現化されるため，大きな驚きと感動を与えることもでき，学習への興味はより深
まり，モチベーションの高まりと共に教育効果の向上へとつながっている．加えて，デジタルデンティス
トリーを実習に導入することにより，教育効果の向上を図るとともに，今後急速に高まる歯科界のデジタ
ル化にスムーズに移行することが可能な歯科医師を育成することにもつながる．
　今回の講演では鶴見大学で行われている CAD/CAM 実習を紹介し，本実習の問題点を踏まえ，未来志向
の実習について考えてみたいと思います．
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上田　康夫
北海道大学大学院歯学研究科口腔機能学講座
冠橋義歯補綴学教室　准教授

略歴：
1988年３月  北海道大学歯学部歯学科　卒業（16期）
1992年３月  北海道大学大学院歯学研究科博士課程

修了　博士（歯学）
1992年６月  北海道大学歯学部附属病院第二補綴科

医員
1992年８月  北海道大学歯学部歯科補綴学第二講座

助手

1997年10月  北海道大学歯学部歯科補綴学第二講座
講師

1999年４月  北海道大学大学院歯学研究科口腔機能
学講座リハビリ補綴学教室　講師

2016年２月  北海道大学大学院歯学研究科口腔機能
学講座

 冠橋義歯補綴学教室　准教授

公益社団法人日本補綴歯科学会　指導医　代議員
一般社団法人日本顎顔面補綴学会　認定医・代議員

シンポジウム１

北海道大学での模型実習に
おける取り組みと提案

上田　康夫

　北海道大学では，3 年生の後期に冠橋義歯補綴学臨床基礎実習（模型実習）を行なっています．実習当たっ
て，学生に覚えてもらいたい（あるいは実感してもらいたい）ことは数多くありますが，その中でも，①
クラウンブリッジの製作工程の理解，②使用する材料の種類と特性を実感する，③支台歯形成全般の練習（支
台歯形態から診療時の姿勢まで諸々），④咬合（調整）のわずかな違いが重要である点を理解する，といっ
た部分に重きを置きたいと考えてきました．
　しかし，現実には，実習であるがゆえに学生諸君の様々な失敗はつきものです．教えたいと思っている
内容とは裏腹に，全く別の部分で大きく時間を取られてしまい，なかなか本質的な議論に時間を割けない
ジレンマは，担当した方であれば誰もが経験するところでしょう．
　デジタル技術の良いところは，やり方が決まってしまうと誰もが正確にそれを実行（繰り返し再現）で
きること，情報（状況）の可視化（見える化）がしやすいこと，経過や結果を記録（ログ）として保存し
やすいこと，などだと思います．これらを踏まえて，私たちが今までに学生実習に導入したものには大き
く 4 つあります．
　1 つめは，鋳造での失敗を軽減するための（温度管理や動作がデジタル制御されている）自動鋳造機の導
入です．
　次が，メタルボンドの実習に伴う，（デジタル制御の）ポーセレンファーネスの導入です．
　3 つめは，メタルボンドの完成時の色調評価を行うための，測色計の導入です．
　そして，4 つめがメタルボンドからオールセラミッククラウンへの移行に伴う模型用スキャナーと CAD
システムの導入です．
　今回，これらにの一部ついて実際に導入してみた結果をご紹介するとともに，そこから見えてきた次世
代に向けての提案を述べてみたいと思います．
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2001 年  東京医科歯科大学　インプラント・口腔
再生学分野　助教

2009 年  岩手医科大学歯学部口腔インプラント学
准教授

  歯科医療センター・口腔インプラント科
診療部長（併任）

 スポーツ歯科外来　運営委員長（併任）
2012 年  岩手医科大学歯学部補綴・インプラント

学講座　教授
現在に至る

近藤　尚知
岩手医科大学歯学部補綴・インプラント学講座　教授

略歴
1993 年 東京医科歯科大学歯学部　卒業
1997 年  東京医科歯科大学大学院修了　学位
 （歯学博士）取得
1997 年  東京医科歯科大学 歯学部附属病院 医員
1999 年  ハーバード大学　マサチューセッツ総合

病院　研究員

シンポジウム１

岩手医科大学における
デジタル歯科教育

近藤　尚知

　岩手医科大学歯学部においては，現在，第 4 学年のカリキュラムにおいて，「デジタル・デンティスト
リー」という授業を年間数コマ設けて，卒前教育を行っている．また，「補綴歯科学」および「先進歯科治
療学」等の講義や実習期間においても，CAD/CAM や口腔内スキャナーなどに関する内容を，材料学や印象
採得のひとつとして教育している．インプラント埋入手術のシミュレーション，口腔内スキャナーを用い
た光学印象採得は，実際の臨床で用いる機器と同じものを使用して実習を行っている．第 5 学年の臨床実
習においては，口腔内スキャナーによる光学印象と CAD/CAM によって即日補綴装置を装着する“One day 
treatment”を経験する学生，インプラントの光学印象採得を見学する機会を得る学生もいる．
　一方，教育への活用としては，近年は支台歯形成の評価にデジタル歯科技術を応用する試みも行っている．
その一つとして，口腔内スキャナーと CAD ソフトウェア用いたものがある．未形成の人工歯および形成し
終わった支台歯の光学印象採得を行い，保存した双方の画像データを支台歯形成評価用ソフトによって重
ね合わせ，軸面の角度，削除量，アンダーカットの有無について評価するものである．この方法は，イン
ストラクターが採点するよりも，より客観的と考えられるため，終了時オスキーなどにも利用していく予
定である．
　上記のように，本学においては，学生に対して最新の機器についての知識を学ばせるとともに，知識や
手技の評価にもデジタル歯科技術を応用する取り組みを行っている．



Vol.7, No.1, 2017

The Journal of the Japan Academy of Digital Dentistry Vol.7 No.1

−　　−79

仲田　豊生
鶴見大学歯学部有床義歯補綴学講座　助教

略歴
2012 年 3 月　鶴見大学歯学部卒業
2013 年 3 月　 鶴見大学歯学部附属病院　臨床研修

歯科医修了

2017 年 3 月　 鶴見大学大学院 歯学研究科修了（有
床義歯補綴学専攻）

　　　　4 月　 鶴見大学歯学部有床義歯補綴学講座
助教

シンポジウム２　

パーシャルデンチャーフレーム
ワークのハイブリッド加工

仲田　豊生

　コンピュータ技術の発達とともに歯科業界においても CAD/CAM 技術の発展は目覚ましいものがある．
CAD/CAM を利用することにより，従来の鋳造法と比較して高い機械的特性や適合性を有する補綴装置の製
作が可能となってきた．パーシャルデンチャーのフレームワークに関しても CAD/CAM による製作が期待
されている．しかし，切削加工によるフレームワークの製作には 1）複雑な形態やアンダーカットを切削す
る事が困難．2）金属ブロックの無駄が多い．3）切削工具の摩耗により寸法精度が変化する．4）長い加工
時間を要する．など解決しなくてはならない問題も存在する．そこで金属粉末にレーザーやビームを照射し , 
金属パウダーを焼結積層する積層造形法が着目されている．積層造形法には，1）自由曲面やアンダーカッ
ト , 空洞の形状が再現可能．2）切削屑が発生せず，使用しなかった金属粉末の再利用が可能．3）工具摩耗
による寸法精度への影響がない．4）多数個同時に製作できる．などの利点が存在する．また，積層造形品
は鋳造体に比べ機械的性質に優れていることも既に報告されている．しかし，従来の積層造形では金属粉
末を焼結するため，表面形状が粗くなり，製品として使用するには後加工として機械加工や放電加工を行
う必要がある．そこで，積層造形と切削加工を同時に行うハイブリッド加工に着目し，臨床への応用を目
的に実験的検討を継続している．本法により表面形状に優れ，安定した維持力を発揮するクラスプの製作
が可能となることが実証されている．そこで，本講演では積層造形と切削加工をワンプロセスで行うハイ
ブリッド加工を中心に，パーシャルデンチャーデジタル製作の可能性について概説する．
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白石　浩一
愛知学院大学歯学部有床義歯学講座　非常勤助教

略歴
平成 22 年 日本大学歯学部卒業
平成 23 年  愛知学院大学歯学部附属病院　歯科医

師臨床研修医終了
  愛知学院大学大学院　歯学研究科　入

学（歯科補綴学専攻）
  愛知学院大学歯学部　有床義歯学講座

入局
平成 27 年  愛知学院大学大学院　歯学研究科　修

了

平成 27 年  愛知学院大学歯学部　有床義歯学講座
非常勤助教

  グランド・ラボ株式会社　取締役就任
現在に至る

学会活動
日本補綴歯科学会　会員
日本磁気歯科学会　会員
愛知学院大学歯学会　会員
日本臨床歯周病学会　会員
日本臨床矯正歯科医学会　会員
International College of Prosthodontists　会員

シンポジウム２

パーシャルデンチャーへの
積層造形法の応用

白石　浩一

　CAD/CAM の技術は，1970 年代頃から自動車や飛行機の部品加工に利用されはじめ，コンピュータの進
化とともに発展を遂げてきた．歯科医療への導入は，1985 年に CEREC システムとしてセラミックインレー
を即日製作し，治療が受けられるものとして導入されるようになった．そこから，約 30 年の月日が流れ，
保険診療にも平成 26 年 4 月から導入されることとなったが，いまだインレーやクラウンの形態をミリング
加工する方法が主流となっている．
　CAD/CAM システムに関して，私が歯科医師になった 7 年前はスキャナーから加工機までが同一メーカー
のものを使用する方法であるクローズシステムがほとんどであった．しかし，現在では，ありとあらゆるメー
カーのものを任意に組み合わせるオープンシステムが主流となってきた．このシステムの普及により，加
工方法に選択の幅が広まり，急速にデジタル化が進んできている．
　さて，今回のテーマである CAD/CAM パーシャルデンチャーの現状と展望に関して，まず初めに，パーシャ
ルデンチャーの構成要素には支台装置や大連結子，維持格子などがあり，またその形態は様々である．そ
の中で，特に支台装置は鉤尖に向かって先細りの形態であり，アンダーカットを走行するため，非常に複
雑な形状をしている．したがって，切削加工を行うミリング方式では，細く複雑な形態を持つ部分に対して，
加工時に生じる切削熱やミリングバーの目詰まりにより，支台装置を変形させてしまう恐れがある．一方，
3D プリンタ方式である積層造形法では，このような問題が生じないため，パーシャルデンチャーに応用す
る際に利用しやすいと考えられる．現状では，通法通り製作したパーシャルデンチャーの精度には至って
いないが，十分臨床応用するには可能なレベルに近づいてきている．本シンポジウムでは，積層造形法を
用いたパーシャルデンチャー製作時における課題点を挙げ，今後の展望に関して考えてみたい．
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濵中　一平
福岡歯科大学咬合修復学講座有床義歯学分野　助教

略歴
平成21年３月　福岡歯科大学歯学部歯学科　卒業
平成21年４月　 福岡歯科大学医科歯科総合病院臨床

研修医
平成22年４月　 福岡歯科大学大学院歯学研究科歯学

専攻博士課程（有床義歯学）入学
平成24年10月～ 平成25年9月　トゥルク大学（フィ

ンランド）研究留学

平成26年３月　 福岡歯科大学大学院歯学研究科歯学
専攻博士課程（有床義歯学）修了，
博士（歯学）取得

平成26年４月　 福岡歯科大学咬合修復学講座有床義
歯学分野　助教　現在に至る

所属団体
日本デジタル歯科学会会員
日本補綴歯科学会会員
日本接着歯学会学会会員
福岡歯科大学学会会員

シンポジウム２　

CAD/CAM を用いた
ノンメタルクラスプ
デンチャーの作製

濵中　一平

　近年，歯科界においてデジタル化が進んできており，すでにカルテやエックス線検査，補綴，保存，矯正，
口腔外科，歯科技工など様々な分野で応用されている．とくに補綴分野では，印象採得，顎運動の記録や
補綴物作製などの一部がすでにデジタル化されている．しかし，義歯に関してはデジタル化され臨床応用
された報告は少なく，そのほとんどは全部床義歯である．部分床義歯はメタルクラスプや人工歯，義歯床
など，さまざまな構成でできているため，それらすべてを CAD で一度にデザインし CAM で作製すること
は難しいと考えられる．そのため，メタルフレームなどを CAD/CAM を用いて個別にデザインし作製した
報告がある．部分床義歯を従来の方法で作製する場合，さまざまな技工操作によりコストや時間がかかり，
紛失時など急遽必要となった場合には，最初から作り直さなければならない．そのため CAD/CAM を用い
て作製することが可能となれば，製作工程を簡便にすることができ，さらにデータを残しておくことで緊
急時の対応も容易になると考えられる．そこで注目したのが，ノンメタルクラスプデンチャーである．ノ
ンメタルクラスプデンチャーは，維持腕を弾性のある熱可塑性樹脂を用いるため，CAD/CAM を用いて作製
することが可能と考えられた．さらに CAD/CAM にオーラルスキャナーや顎運動測定装置を用いることで
フルデジタル化を行うことができ，また咬合調整をほとんど行わずにセットすることができると考えられ
た．
　本シンポジウムでは，CAD/CAM パーシャルデンチャーの現状と展望について発表を行う．
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略歴
2011 年　昭和大学歯学部卒業
2016 年　昭和大学歯学研究科博士課程修了

西山　弘崇
昭和大学歯科病院歯科補綴学講座

シンポジウム２　

部分床義歯における
デジタルワークフロー
－ジルコニアフレームワークの応用－

西山　弘崇

　近年，コンピュータ技術を基盤としたデジタルテクノロジーは驚くほどのスピードで進歩しており，歯
科においても「デジタルデンティストリー」という言葉が頻用されている．なかでも CAD/CAM 加工によ
るジルコニアは，機械的強度，審美性，生物学的な利点から多くの歯科医師・患者に受け入れられ，今や
CAD/CAM は歯冠修復物製作ワークフローの主流になりつつある．さらに，口腔内スキャナーによる光学印
象は臨床手技のデジタル化を可能とし，クラウン・ブリッジ分野におけるフルデジタルワークフローの実
現は目前である．
　有床義歯分野においても，デジタル技術を用いた全部床義歯製作に関する多くの研究が報告されている．
トライアルデンチャーやコピーデンチャーを用いて義歯形態を決定し PMMA ブロックから削りだす方法や，
3D プリンターを用いて積層造形する方法等が提案されており，デジタル化により 2 回来院で義歯を完成す
るシステムも商用化されている．部分床義歯製作については，CAD システムを用いた 3 次元的なサベイング・
義歯設計が可能であるが，3D プリンターによるワックスパターンの製作に利用するのみで，フレームワー
クの製作はロストワックス法を用いたアナログワークフローが依然として主流である．
　以上の背景から，当講座では，セリア安定化ジルコニアとアルミナの複合体であるナノジルコニアの優
れた機械的特性に着目し，これをフレームワークに用いた部分床義歯を開発した．基礎的・臨床的研究を
経て，現在では連結部ならびに把持部にジルコニアフレームワークを用い，クラスプ維持腕部に熱可塑性
樹脂を組み込んだジルコニアデンチャーの臨床応用に取り組んでいる．
　講演では，ジルコニアデンチャーを用いた臨床症例を供覧しながら，現在当講座で取り組んでいる樹脂
クラスプのデジタル製作やデジタル筋形成などについて紹介し，部分床義歯製作におけるデジタルワーク
フローの現状と今後の課題を考察する予定である．



Vol.7, No.1, 2017

The Journal of the Japan Academy of Digital Dentistry Vol.7 No.1

−　　−83

河村　昇
鶴見大学歯学部歯科技工研修科　主任

略歴
1995 年 札幌歯科学院専門学校卒業
1996 年  鶴見大学歯学部歯科技工研修科基礎課程

有床義歯技工専攻修了
1996 年 鶴見大学歯学部歯科技工研修科助手　
2013 年  鶴見大学歯学部歯科技工研修科助手
 副主任

所属学会・活動
鶴見大学歯学会
日本補綴歯科学会
日本歯科技工学会　評議員
老年歯科学会
日本接着歯学会
日本口腔インプラント学会
日本口腔外科学会
日本デジタル歯科学会
日本歯科技工士会横浜支部所属　学術委員

シンポジウム３

デジタル技術が変える
歯科技工

河村　昇

　歯科用 CAD/CAM 技術は，審美性や生体親和性に優れた材料の加工や生産性の向上など，今では歯科技
工に欠くことの出来ない技術となっています．本学でも 2003 年頃から臨床応用され，当時はデジタルデー
ターをプロダクションセンターに送信するいわゆるセンター方式であったが，現在では VR 上で歯冠形態を
デザインしてジルコニアやハイブリッドレジンの切削加工まで，全て本学で行うインハウス方式でも出来
るようになっている．実際の，臨床応用では義歯の人工歯をジルコニアティースに変えることで咬合保持
の永続性を高める術式や，ジルコニアを使用したオクルーザルオーバーレイスプリントの製作など新たな
術式が生まれている．CAD/CAD というデジタル技術により歯科技工は，作業効率や精度の向上はもとより，
新たな材料の選択肢を得て可能性を広げています．このような本学における取り組みと CAD/CAM の現状
を紹介したいと思います．
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菅原　克彦
有限会社ケイエスデンタル代表

略歴
1985 年 東北歯科技工専門学校卒業
1993 年  早稲田歯科技工トレーニングセンター
 卒業

1993 年 同校インストラクター
1997 年 横浜で開業
1998 年 東北歯科技工専門学校研修科非常勤講師
2007 年 新横浜歯科技工専門学校非常勤講師

シンポジウム３　

インハウス CAD/CAM
システムの優位性

菅原　克彦

　現在，歯科技工業界では歯科技工士学校への入学者数の激減，若い歯科技工士の離職率の増加，高齢化
など様々な問題をかかえています．
　一方，平成 26 年度の診療報酬改訂より，小臼歯に対しての CAD/CAM 冠が保険導入されたのを期に，小
規模ラボでは CAD/CAM システムの導入が増えました．また，近年では加工機の小型化，精度の向上，そ
れに加え収益性の向上によりインハウス CAD/CAM システムを導入するラボが増えてきています．この歯
科医療機器のデジタル化は，歯科技工の生産工程における技術革新であり，歯科技工士の働き方，すなわ
ち労働環境の改善につながっていると考えます．
　我々はインハウス CAD/CAM システムの導入により，これまで外注していたジルコニアなど様々なマテ
リアルの削り出しも対応できるようになり，作業工程の自動化，納期面やコスト面など，歯科医師や患者
のニーズに柔軟に対応でき，競争力を強化することができるようになりました．アナログ技工だけでは，
改善しえなかった職場環境改善，保険自費の技工を問わず高品質・低コスト・短納期を実現できるようになっ
ています．この各種補綴物の売り上げ内容の推移，またデジタル技工による作業時間の短縮による生産性
の向上などを紹介したい．
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木原　琢也
広島大学大学院医歯薬保健学研究院統合健康科学部
門口腔生物工学分野　特任助教

略歴
平成 21 年　 広島大学歯学部口腔保健学科口腔保健

工学専攻卒業
平成 23 年　 広島大学大学院医歯薬学総合研究科修

士課程口腔健康科学専攻修了

平成 25 年　 広島大学大学院医歯薬保健学研究科　
特任助教

平成 26 年　 広島大学大学院医歯薬学総合研究科博
士課程後期口腔健康科学専攻修了

学会活動
日本歯科理工学会 Dental Materials Adviser

シンポジウム３　

広島大学における口腔工学と
デジタルデンティストリーの展開

木原　琢也

　医療のデジタル化は急速に進んでおり，情報学・工学との連携により歯科医療のワークフローも大きく
変化しつつある．歯科用 CAD/CAM システムの導入やインプラントの埋入シミュレーションなど，デジタ
ル技術は患者の検査・診査，治療計画の立案において有用な情報を増やし，治療の選択肢も増えることに
より歯科医師の診断の一助や歯科技工士による補綴装置製作の支援，最終的には患者に適した医療の提供
につながっている．デジタルデンティストリーは健康長寿社会を目指すための口腔機能の回復と維持に有
効となる可能性をもっている．広島大学歯学部口腔健康科学科口腔工学専攻は 4 年制の歯科技工士養成大
学であると同時に，全身の健康を口腔から維持促進することを目指し，口腔工学士（オーラルエンジニア）
の養成および，バイオロジーとエンジニアリングを基盤とした臨床・研究を行っている．本講演では，広
島大学で実践している口腔工学と小児歯科，矯正歯科，補綴歯科，口腔外科，保存歯科，中央技工室との
連携による新しい医療に向けたデジタルデンティストリーの展開と，医科との診療連携支援を含め，その
可能性を述べたい．
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草間　幸夫
医療法人　研整会　西新宿歯科クリニック

略歴
1979 年 城西歯科大学 卒業
   国際デンタルアカデミーフェローシップ入所
1991 年  医療法人社団 研整会 西新宿歯科クリニッ

ク開設
2006 年  I S C D （ I n t e r n a t i o n a l  S o c i e t y  o f 

Computerized Dentistry）CEREC trainer
2013 年 ISCD CEREC International trainer
2007 年  JSCAD（Japanese Society of Computer 

Aided Dentistry）副会長

2012 年  JSCAD 会長

SIRONA Japan インストラクター 
Ivoclar vivadent インストラクター
Ivoclar vivadent アジアン・オピニオンリーダー
CAMLOG インプラントシステム公認インストラク
ター
東京医科歯科大学歯学部　非常勤講師
日本臨床歯科 CADCAM 学会（旧 JSCAD）会長
日本デジタル歯科学会　理事
日本口腔インプラント学会会員　専門医
日本顎咬合学会会員　認定医
日本歯科理工学会会員

シンポジウム４　

臨床におけるデジタル
ソリューションの構築

草間　幸夫

　近年，デジタルテクノロジーの進化により，歯科医院における業務の多くが効率化され，受付業務から
診断・治療，保険請求などの分野で確実に生産性が向上している．
　当院では，2003 年から医科用 CT の撮影外部委託した DICOM データから，インプラント治療のシミュレー
ションとサージカルガイドのオーダーを行ってきた．
　また 2004 年から CAD/CAM を導入し全てのオールセラミックのインディケーションに対してソリュー
ションを構築してきた．
　2008 年からは CBCT 導入に伴い，CAD/CAM と CT によるデータコラボレーションでインプラント治療
のトップダウンコンセプトから，シミュレーションとサージカルガイドのオーダー，また，ガイドの内製
を手がけてきた．
　また昨年より CT と CAD/CAM，および Jow motion tracker（電子フェイスボウ） の 3 つのデータコラボレー
ションから顎運動の解析や睡眠時無呼吸症候群用のテンプレートを作製するソリューションを展開中である．
　この 6 年ほどの間には，レセプトコンピューターをスタンドアローン型からクラウド型に変更し保険改定
時の煩わしさから解放され，また予約システムもアナログから，これもクラウド型の予約に切り替え，リコー
ルや予約案内のメールの自動発信などの付加機能で患者とのコミュニケーションを円滑にできている．
　レセコンで入力した患者データは，現在 2 台ある CT とデンタルに反映されるようにネットワークを組み，
レントゲンや口腔内写真を統合的に処理するソフトの導入も行ってきた．
　これらデジタル機器の導入・運用は大きなメリットがある反面，ソフトのアップグレードやハードウェ
アの寿命などの問題で，常に新陳代謝を図っていかなければならなく，継続的に維持のためのコストがか
かるという負担も背負っていかなければならない．
　しかしもうアナログには戻れないことは明白であり，デジタルデータをいかに統合管理するかという課
題に向き合っていこうと考えている．
　当院の取り組みを紹介し，今後の展望など含め供覧したい．
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小川　洋一
東京ステーション歯科クリニック

略歴
1990 年　明海大学歯学部卒業
1990 年　河津歯科医院　勤務
1997 年　河津歯科医院　退職
1997 年　小川歯科医院　開設
2003 年　東京インプラントセンター ®　主宰
2010 年　 東京ステーション歯科クリニック　移転

開設

2014 年　松本歯科大学臨床教授

所属学会
日本顎咬合学会
オッセオインテグレーション・スタディークラブ・
オブ・ジャパン
日本審美協会
The American Academy of Periodontology 　
European Association for Osseointegration　

シンポジウム４　

インプラント治療における
デジタル技術の応用

小川　洋一

　インプラント治療は，いち早くデジタル技術が応用された分野の一つと言えよう． 
　コンピュータ支援外科によるガイデットサージェリー，CAD/CAM による上部構造の製作は多くのデジタ
ル技術が応用されている．
　コンピュータ支援によるガイデットサージェリーは急速に普及した術式の一つと言える．本術式は CT 撮
影の結果をもとに，専用解析ソフトを用いて埋入ポジションを診断した後に，外科用テンプレートを製作し，
インプラントの埋入ポジションを三次元的にガイドする埋入術式である．
　近年，解析ソフトと外科用テンプレートの製作精度の向上にあわせて，ガイデットサージェリー専用の
ドリルシステムが開発され，歯肉のパンチアウトのみの無切開インプラント埋入を可能にした．
　しかしながら，簡便になったかのように思える無切開でのインプラント埋入も，コンピュータ上で立案
した埋入計画を盲目的に施術するため，そのリスクは非常に高いと考えられる．
　広範囲の欠損症例では外科と補綴の二つの視点からの適確な診断にもとづく治療計画が成功の鍵となる．
すなわち欠損補綴治療を行うにあたって，構造力学的に適切なインプラントの配置をいかに CT データの
バーチャル空間で適切に行うことができるか．
　また術中に発生するであろう誤差をいかに最小限にとどめ，また発生するかもしれないリスクを回避す
るための臨床術式を考察し，コンピュータ支援外科によるフラップレスサージェリーを成功に導くために
必要な術前診査と治療計画のポイントを補綴と外科の観点から報告したい．
　そして大会テーマである「デジタルによって何が変わるか？－次世代歯科医療の提言」を検証した後，
欠損補綴治療としてのインプラントが「デジタルによって変わらないものは何か？」も考察し次世代歯科
医療の提言としたい．
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2012 年　 同社同部　システム・ソフトウェア担当
主任研究員

2014 年　 同社同部　X-Ray・システム担当主任研究
員

2017 年　同社購買部　課長

井上　篤典
株式会社ジーシー

略歴
2007 年　株式会社ジーシー入社
2008 年　同社機械開発部　デジタル担当

企画講演１

院内完結型 CAD/CAM システム
「PlanmecaFit」と歯科用 CT 装置
「ProMax3D」の融合による
インプラント補綴治療
ワークフローの変化

井上　篤典

「PlanmecaFit」はフィンランドに本社を持つ世界有数の歯科機器メーカーであるプランメカ社の CAD/CAM
システムで，2016 年 7 月 21 日に発売されました．口腔内スキャナー「PlanScan」と切削加工機「PlanMill40」
の 2 つの装置がセットになったシステム構成になっており，ブルーレーザーを用いた光学印象採得による
口腔内計測と，高い切削精度でプロビジョナルはもちろん，ファイナルレストレーションの補綴物を短時
間で製作することができます．高品質なワンビジットトリートメントを患者に提供することができるシス
テムです．
　一方「ProMax3D」は「PlanmecaFit」同様プランメカ社の CT 撮影装置であり，2007 年 12 月に発売し多く
の機能追加によりバージョンアップを重ねてきました．この 2 つの装置を「Romexis」という 1 つのソフト
ウェアでシームレスに融合させることにより，インプラント補綴におけるワークフローを画期的に変化さ
せ，診療効率を飛躍的に向上させることができます．「PlanScan」で採得したデジタル印象データと CBCT
顎骨データを「Romexis」上で合成させることで，デジタル画面でトップダウントリートメントを意識した
インプラント埋入シミュレーションを行うことができます．また，同時にインプラント埋入をサポートす
るためのサージカルステントを「PlanScan」で採得したデジタル印象データを元に設計することが可能にな
りました．この機能の実現により，少数歯欠損におけるインプラント補綴のワークフローの効率化が図れ
るとともに，今後，更に多くの工程がデジタル化されることで患者にとってもドクターにとっても，より
安全で効率的な治療環境が整備されていくと考えます．
　今回，プランメカ社が既に海外で提供している新しい装置も含めご紹介し，今後のデジタル化によるイ
ンプラント補綴治療のワークフローの変化を中心にお話しさせて頂きます．
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竹中　宗平
株式会社　松風プロダクツ京都
松風 S-WAVE CAD/CAM 加工センター　センター長

略歴
1996 年 大阪歯科学院専門学校卒業
1997 年  大阪大学歯学部付属病院歯科技工研修課

修了
1997 年 技工所入社
2006 年 株式会社　松風　入社
2014 年 株式会社　松風プロダクツ京都
  松風 S-WAVE CAD/CAM 加工センター

出向

企画講演２

デジタル化による恩恵と課題

竹中　宗平

　数年前は一部のラボのみが導入していた CAD/CAM システムであるが，2014 年の CAD/CAM 冠の保険収
載以降多くのラボで急激に導入が進み，大手調査会社の調査結果によるとこの 3 年間だけでもスキャナー
とミリングマシンはそれぞれ 3,000 台以上が導入されたと推定されている．また，口腔内スキャナーの薬
事に関しても一般的名称に「デジタル印象採得装置」が追加され，すでに数種類の口腔内スキャナーが薬
事承認されている．2017 年には多くのメーカーから新製品が投入されることが予測されており，歯科医院
や歯科技工所におけるデジタル化がさらに加速されるのは必然である．当社では，インハウスの S-WAVE 
CAD/CAM システムを販売しているが，急速に進歩する新技術への対応やインハウスで加工できない補綴物
に関しては松風 S-WAVE CAD/CAM 加工センターにて対応を行い，ユーザー様に対してきめ細やかな体制
を構築している．
　最近では，多くのメーカーがオープンデータに対応しており，インハウスでの加工や各社の加工センター
への委託など選択枠が広がり，ユーザー様にとってさまざまな恩恵が受けられる流れになりつつある．こ
のような現状において，今まで多くが加工センターへ委託していたインプラント系の加工物をインハウス
にて加工したいとの要望も増えつつあるが，設計にはオプションソフトの導入など別途費用が発生するこ
ともあり導入を諦めているユーザーも多い．また，実際加工を行う場合，インプラントの埋入角度や埋入
深度によっては加工が困難なケースも多々発生し，ユーザー様からさまざまな問い合わせや要望が寄せら
れている．
　松風 S-WAVE CAD/CAM 加工センターでは，それらの声を開発にフィードバックし，迅速に対応した製
品化を行っており，その一例としてインハウスでより簡便にインプラント補綴が可能な製品をご説明させ
ていただく．また，今後想定される口腔内スキャナーからのインプラント補綴に対応した新たなシステム
についてもご紹介させていただく．



90

The Journal of the Japan Academy of Digital Dentistry Vol.7 No.1

Vol.7, No.1, 2017 −　　−

十河　基文
大阪大学歯学部 義歯・高齢分野　招聘教員
株式会社アイキャット 代表取締役CTO

略歴
昭和63年　大阪大学歯学部卒業
昭和63年　 同大　歯学部　歯科補綴学第二教室入局
平成９年　 同大　歯学部附属病院　口腔総合診療部 

講師
平成15年　 株式会社アイキャット創業 代表取締役

CTO（兼業）

平成18年　同大 退職
平成19年　 同大歯学部　義歯・高齢分野（旧称２

補）招聘教員
現在　　　他７校　歯科大学・歯学部非常勤講師

学会活動
日本デジタル歯科学会
日本補綴歯科学会
日本口腔インプラント学会
日本レーザー歯学会

企画講演３

トータル・デジタル
インプラントロジー
の実現に向けて

十河　基文

　インプラント治療にデジタル技術が活用されて久しいが，診断から手術までの前工程では CT データ，後
工程の補綴処置では CAD データ，というように異なる形式のデータが活用されており，長らく両工程間で
ギャップが生じている状況であった．デジタル技術の連携 ･ 融合によりそのギャップを埋め，両工程を繋
ぐ鍵となるのが，昨今注目を浴びている口腔内スキャナーと，今やインプラント治療に欠かせないツール
となったインプラントシミュレーションソフトである．
　具体的には，まず，口腔内スキャナーで術前に患者の口腔内をスキャンして欠損部に CAD ワックスアッ
プを施す．次にシミュレーションソフトを用いて，術前撮影した CT データに口腔内スキャンデータと
CAD ワックスアップデータを合成する．それにより CAD データと CT データが融合され，トップダウン
トリートメントを反映した精度高い術前シミュレーションが可能となり，続くガイドサージェリーや CAD/
CAM 補綴へと至る，一気通貫のデジタルインプラントロジーが確立される．
　本セッションでは，1970 年代から歯科用 CAD/CAM の最前線で活躍してきた研究者，Prof. François Duret
が開発した，本邦初公開となる口腔内スキャナー，Condor（コンドル，Condor Technologies NV 社，ベルギー，
国内クラスⅡ未承認品）と，CT データに CAD データが合成可能なインプラントシミュレーションソフト，
LANDmarker（ランドマーカー，株式会社アイキャット，日本）の簡単な紹介と，我々が実現しようとするトー
タル・デジタルインプラントロジーのコンセプトを紹介させていただく．
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山名　一史
ノーベル・バイオケア・ジャパン株式会社
ノーベルプロセラ　セールス　マネージャー

企画講演４

New Nobel Biocare
Digital solution

山名　一史

　補綴分野に於けるデジタルソリューションの一翼を担う CAD/CAM システム（NobelProcera®）は 2000
年に国内紹介され，2007 年には千葉県で幕張プラント（ミリングセンター）がオープンした．これにより
CAD/CAM ビジネスを取り巻く環境は一変し，納期改善等により飛躍的に市場への拡がりをみせた．それま
では海外で発表された新製品は他の製品同様，医療機器として承認を得ていたため薬事的な参入障壁によ
り国内で販売するまでに数ヶ月～数年間のタイムラグ（遅延）があったが，ほぼ海外と同時期に国内に展
開できるようになった．同時に，スキャナーやソフトウェアの進化，新たな材料の開発により目覚しい発
展を遂げ，適応症例の拡大と共に現在の審美的・機能的な修復治療では欠かせない選択肢の一つになって
いる．
　インプラントのプランニングソフトウェア（NobelClinician®）についても加速的なバージョンアップが
繰り返され，外科用テンプレート（Surgical template）を使用したガイディッドサージェリーを併用した抜
歯即時埋入（Immediate placement）や即時荷重（Immediate function）が展開され，安心・安全の担保と共
に治療期間の効率化が図られるようになった．2014 年にはこれら 2 つのソリューション（NobelProcera®/
NobelClinician®）が融合し SmartFusion ™ concept が発表された．CT による患者データ（DICOM）と CAD/
CAM スキャナー（NobelProcera® scanner Genion II）で読み込んだ模型データを NobelClinician® 上でマッチン
グさせることにより最終的な補綴物や骨，歯肉等の周囲組織の状態も考慮しながら理想的なポジションへ
の埋入プランニングを可能にするというデジタルソリューションを駆使したトップダウントリートメント
を実現した．SmartFusion ™により歯科医師と歯科技工士は今まで以上に密接なコミュニケーションが不可
欠となり，術前の治療計画立案段階に於いても今まで以上にチームとして取り組むことが望まれるように
なった．
　本稿では更に進化する New Nobel Biocare Digital solution の展望について紹介する．
　市場からも期待される新しい機器との融合や進化したコンセプトについて供覧し，これから発表される
ノーベルバイオケアの新たな可能性について提案する．
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森山　友子
ストローマン・ジャパン株式会社
マーケティング　プロダクトマネジャー　デジタル

略歴
1997年～2010年　 ノーベル・バイオケア・ジャパン

株式会社
2010年～現在　　 ストローマン・ジャパン株式会社

プロダクトマネジャー デジタル

企画講演５

Straumann® CARES® 
Digital Workflow

森山　友子

　ストローマンにおけるデジタル化が続く中で，印象採得から最終補綴物製作までの全工程をデジタル機
器によって置き換えるべく製品の追加を行っています．
　印象採得においては，印象スキャンニングが可能な CARES® D7 Plus スキャナーシステムと本年販売開始
を予定している口腔内スキャナーで可能にしています．
　ガイデッドサージェリーにおいては，ストローマンガイドシステムによる審査診断およびプランニング
からサージカルガイド（CARES® 3D ガイド）の製作，そして幅広いガイデッドサージェリー関連商品によ
り単歯症例から無歯顎症例まで対応しています．
　また，それぞれの機器のコネクションも充実しており，CARES® スキャナーシステムとストローマンガイ
ド・ソフトウェア間では SynergyLink により同時連携が可能です．口腔内スキャナーと CARES® スキャナー
システムおよびストローマンガイド間は CARES® コネクトによって繋がっています．
　補綴物製作においては，グループ会社エトコンジャパン株式会社のミリングセンターにて先端のミリン
グマシーンを使用し，ストローマン純正品である CARES® 製品を提供しています．CARES® スキャナーシ
ステムからの注文だけでなく，3Shape，DWOS ユーザー様からの注文もコネクティビティー機能を用いて
繋ぐことにより，ストローマン純正品をご自身がお持ちのスキャナーから注文することが可能です．
　さらに，2018 年以降にはチェアサイドミリングおよびインラボミリング機器の発売も予定しています．
製品の種類，納期，難易度，手間数等に合わせてお客様にとって適切なミリング方法を選べるよう，様々
な選択肢を提供します．
　プレゼンテーションでは，Straumann® デジタルソリューションの全体像をご説明いたします．
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上野　学
スリーエムジャパン株式会社
ヘルスケアカンパニー　歯科用製品事業部

略歴
2004 年　東京大学卒業
2006 年　東京大学大学院修了
他企業を経て 2013 年 4 月より現職

企画講演６

口腔内スキャナーの
新たな展開

上野　学

　日本の歯科界に CAD/CAM システムが導入されて既に久しい．口腔内スキャナーだけを見ても既に 20 年
の時間が経過しているが，これまで本格的な普及には到っていなかった．しかし，2014 年に 3M が国内で
初めて口腔内スキャナー単体の薬事承認を「クラスⅡ　デジタル印象採得装置」として取得して以降，2 年
程で急速に市場に参入するメーカーが増え，毎年複数のメーカーが口腔内スキャナーを発売している．
　今年もこの流れは進むと見られ，それに伴い口腔内スキャナーを導入する歯科医院も加速度的に増加し
ている．歯科医院よりも先に，スキャナー・CAD/CAM システムの普及が進んでいる技工所側でも，口腔内
スキャナーのデータを受け，模型・補綴物を作製する体制が着々と整っており，既に補綴治療での口腔内
スキャナーの使用は，その本格的な波が到来したといえる．
　3M の口腔内スキャナーについては，インレー・アンレー・クラウンに留まらず，ブリッジやインプラント・
義歯への使用が，薬事承認でも広範に認められており（『歯科修復物・歯科補綴物』の作製が可能），既に
実臨床ケースにおいても各症例に積極的に利用されているが，従来の薬事承認では，『矯正用途』について
は適応症例に含められていなかった．これは口腔内スキャナーのメーカー共通の壁であったが，3M は 2016
年 11 月に新たに一部の『矯正用途』を適応症例に含んだ薬事承認を取得し，矯正用途での口腔内スキャナー
の使用の扉を開いた．以来，矯正専門医にも実臨床において使用いただいている．
　本講演では，3M の口腔内スキャナー「3MTM　トゥルー デフィニション　スキャナー」を用いた補綴・
矯正の治療について，実際の症例を踏まえて，現在の実力値をご説明する．最新の症例の写真を含め，メー
カーの立場だけではなく臨床医の立場からのコメントもご紹介し，口腔内スキャナー導入のメリット，向き・
不向き，臨床時に注意すべきポイント等についてお話しする．
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佐々木　正二
大阪セラミックトレーニングセンター宮崎校

1989 年 大阪セラミックトレーニングセンター卒業
1989 年 Kataoka Ceramic 入社
  大阪セラミックトレーニングセンターイン

ストラクター

1995 年 Ivoclar Vivadent　インストラクター
  大阪セラミックトレーニングセンター宮崎

校所長
2002 年 Dream Ceramic Office 開業
2005 年  Ivoclar Vivadent　国際インストラクター     

都城デンタルコアカレツジ
2008 年 非常勤講師

特別セミナー

CAD Design を用いた
オールセラミッククラウン製作

佐々木　正二

　審美補綴を行う際に，我々は残存歯牙より象牙質の形状を読み取りどのようなキャラクター表現がどの
位置に存在するのか，さらにはエナメルの色調や透過性など様々な事柄を考え補綴物を製作してきたが，
最近ではハイトランスジルコニア素材をそのまま使いステイン方法で仕上げたり，ベース素材に象牙質の
透過度に近似したものを使い象牙質構造（マメロン形状）を CAD/CAM で製作，最小限の築盛で補綴物を
修復することも多くなってきた．しかし，独 exocad 社製の exocad で象牙質構造（マメロン形状）を再現す
るにはワックスで象牙質構造を形成した後，ダブルスキャンをするか，形態ライブラリーの中からケース
に合う適合形態を選び手動で象牙質構造を再現する方法になる．我々としてはこの形態ライブラリーの中
に基本的な形状（Ovoid Taper Square など）の象牙質構造（マメロン形状）を入れ込むことで効率が上がる
と考え実現した（特許出願）．これも DIPRO が exocad 社と直接契約していることで要望を受け入れソフト
の調整ができることが最大の利点と考える．そこで今回は，このオリジナル CAD デザインソフトを用いた
オールセラミッククラウン症例を提案する．
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瀬戸　延泰
瀬戸デンタルクリニック
東京SJCD理事

略歴
1989年　日本大学　歯学部　卒業
1989年　日本大学　歯学部補綴科　入局
1990年　原宿デンタルオフィス　勤務
1994年　瀬戸デンタルクリニック　開設

ランチョンセミナー１　

前歯部オールセラミック
修復治療，成功への鍵
－ CAD/CAM テクノロジーと
フルジルコニアの可能性－

瀬戸　延泰

　これまでセラミックス系審美修復物は主として，ガラスと分散結晶から構成される高強度ガラスセラミッ
クスとフレーム用金属酸化物系セラミックスに前装用陶材を築盛したものが使用されてきた．セラミック
スは光学特性においてエナメル質にきわめて近似しており，審美的観点から最も優れた材料と言えよう．
一方で，硬くてもろい性質があり，物性における構造力学的な課題が存在している．
　1990 年代末よりデジタルデンティストリーの普及とともに臨床応用されるようになったジルコニアは，
曲げ強度が 1,000MPa に達し，単冠だけではなくブリッジ，あるいは臼歯部にまで適応範囲を広めている．
しかしながら，初期のジルコニアは透明性に欠けることから，審美修復のためには曲げ強度 100 ～ 120MPa
程度の長石系ガラスセラミックスで前装する必要があった．そのため，修復物全体の強度を考慮した場合，
前装用陶材を使う限りジルコニアの強度だけで臨床的な安全性を論じることができないのが現実であり，
これまでオールセラミックス修復における臨床的トラブルのほとんどが，前装用陶材の破折（チッピング）
によるものであった．
　近年，マテリアル技術が向上し，透光性の高いジルコニアや色調の異なるジルコニアを積層したマルチ
レイヤードタイプのジルコニアが登場してきており，フル（モノリシック）ジルコニアによる修復が注目
を集め始めている．これらのジルコニアの開発は，従来の前歯部修復治療の問題点を解決する糸口となる
可能性がある．
　本講演では高透光性マルチレイヤードジルコニア「カタナ ® ジルコニア UTML/STML」を活用した臨床
例を提示し，合わせて前歯部審美修復治療を成功へ導くために必要となる診査・診断から支台歯形成とフェ
ルールの意義，そして適切な材料選択，ラボとのコミュニケーションなどについて考えてみたい．
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北道　敏行
きたみち歯科医院 院長

略歴
1996年 明海大学歯科学部卒業 
1996年４月 明海大学第一口腔外科勤務
2000年４月 北道歯科医院開業

日本臨床歯科CADCAM学会理事（関西支部長）
株式会社モリタ　CERECトレーナー
株式会社白水貿易　VITA CERECトレーナー
国立大学法人　広島大学歯学部非常勤講師
JSCAD（ISCD日本支部）認定医委員
（ISCD⇒International Society of Computerized 
Dentistry／国際コンピューター歯科学会）

ランチョンセミナー２　

クリニックにおける
セレックシステムの活用法
～これからはデジタルデータの
インテグレーションが要～

北道　敏行

　私がセレックシステムと出会ったのは 2008 年．日本では「セレック３D」として名がしられているシス
テムを導入したのがきっかけでした．当時，今までの金属修復に少なからず限界を感じており，「脱・金属」
を目指しセレックを導入しました．当時はセレックについての情報が限られており，システムを使いこな
す事に四苦八苦，セレックドクターの先駆者である先生のコースに参加したり，セレック先進国のスイス
をはじめとするさまざまな国に何度となく訪れ，研修に参加しました．それからというもの，自分だけで
はなく，スタッフともセレックの知識を共有し，セレックを使用した「ワンビジットトリートメント」を行っ
ております．セレック３D に始まった自院でのセレック治療も現在までに，セレック AC ブルーカム，オム
ニカムにバージョンアップし，チェアサイドマシンのみならずラボサイドの CAD/CAM，CT の導入にも踏
み切りました．これにより，提供できるサービス項目が多くなり，今では患者さんからセレック治療の指
名が入るほどにまで認知されております．そして，セレックで採得した口腔内データとガリレオス CT デー
タを利用した，インプラント埋入シミュレーション及びサージカルガイドの発注・製作が可能となりデン
ツプライシロナ製のデジタルシステムでクリニックを構築する意義が高まりました．安心・安全にこれら
のデジタルデータのコラボレーションが行えるのは，ハードウェアもソフトウェアもデンツプライシロナ
が一貫して製作をしていることによるところが大きい．よく聞く〝オープンシステム〟では，複数社が介
在するため，エラー時の解決に時間を要すことが考えられます．オープンシステムでデジタルシステム構
築をお考えの方は，メリット・デメリットを熟考する必要があるでしょう．
　さらに今では，潜在的患者が成人人口の 2％～ 4％（300 万人以上）ともいわれる閉塞性睡眠時無呼吸症
候群の診査診断およびスプリントの発注，顎関節症の診査診断，アプライアンスの発注が可能となっている．
ここまで，できるメーカーは私の知る限り，ほかにありません．
　デジタルデンティストリーの入り口である，セレックシステムについてご説明いたします．
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近藤　尚知
岩手医科大学歯学部補綴・インプラント学講座　教授

略歴
1993年　東京医科歯科大学歯学部卒業
1997年　東京医科歯科大学大学院修了（歯学博士）

1999年　 ハーバード大学マサチューセッツ総合病院
研究員

2001年　 東京医科歯科大学インプラント・口腔再生
医学　助教

2012年４月より現職

ランチョンセミナー３　

デジタルデンティストリーの
現在の到達点

近藤　尚知

　歯科医療に CAD/CAM システム導入されて以来，我々歯科医師を取り巻く状況は日々変化しており，近
年では「デジタルデンティストリー」という言葉が頻繁に使用されるようになり，大きな変革の時を迎えた．
本講演では，新しい革新的な技術のひとつである口腔内スキャナーを用いた光学印象を中心に，日本での
デジタルデンティストリーの現状とこれからの展望を解説する．2011 年に 3M から Lava ™ C.O.S. という
口腔内スキャナーが限定販売された当初は，印象材も石膏も不要ということでインパクトは大きかったが，
口腔内スキャナー本体のサイズがとにかく大きく，
　精度は高さはあまり評価されず，口腔内での操作性における課題に注目が集まり，また正式販売されな
かったこともあり，国内での普及には至らなかった．その後，2015年に3M ™ トゥルーデフィニション スキャ
ナーが薬事承認され，本格的に 2016 年 5 月に販売開始になると，他社からも販売が続き，現在では口腔内
スキャナーによる光学印象採得は簡便にできるものとして，普及の流れに乗ったと言える．口腔内スキャ
ナーを使用して印象材や石膏を不要とした本システムは，補綴臨床と技工のワークフローを変革しつつあ
る．口腔内スキャナーの普及の鍵となったのは，スキャナーの操作性，支台歯の形状および咬合関係の再
現精度であったが，現在はブリッジの製作も可能レベルにまでその精度も向上してきた．また可撤性義歯，
インプラントへの応用も進んできており，我々の外来でもその症例数が増加傾向にある．一方，口腔内スキャ
ナーがどこまで適応症例を拡大していく事ができるか科学的に検証しており，光学印象によって得られた
画像データの精度を評価し，その結果を臨床の現場にフィードバックしている．本講演では， 3M ™ トゥルー
デフィニションスキャナーを用いた本学での研究と臨床の成果を踏まえた上で，現在のデジタルデンティ
ストリーの到達点をお話しさせていただく．
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高木　洋志
Blue Sky Bio Academy ソフトウェア指導医

略歴
1997年　岡山大学歯学部卒業
2003年　Western University Schulich Dentistry卒業
2003年　カナダオンタリオ州にて一般開業医
2015年　Blue Sky Bio Academy ソフトウェア指導医

ランチョンセミナー４　

Blue Sky Plan と Formlabs を
活用したデジタル診療の最前線

高木　洋志

　歯科治療におけるデジタル技術の活用は日々加速しています．CBCT，３D スキャナー，ミリングマシーン，
３D プリンターなどのハードウェアの普及に伴い，よりオープンなソフトウェアの開発が望まれます．Blue 
Sky Bio のインプラント治療計画ソフト，Blue Sky Plan は非常に高機能で，尚且つオープンプラットフォー
ムです．AI の導入により，CAD 初心者にも易い UI デザインを採用しています．あらゆるインプラントに
対応しており，すべてのタイプのサージカルガイドの作成が可能です．しかもその使用は無料です．クラ
ウドソーシングにより，ユーザーの要望に素早く応えています．最近のアップデートでシリコン印象，あ
るいは石膏模型の DICOM データから STL を抽出する機能が追加されました．この機能により，光学スキャ
ナーを使わず，CT だけでサージカルガイドの作成が可能になりました．
　また 3D データの活用に関して，Formlabs 社の Form2 商品を例に，３D プリンターの臨床応用例を紹介
致します．Fomrlabs 社からサージカルガイド用に口腔内で使用できる Dental SG レジンが発売されました．
高精度で尚且つ安価なシステムとして，世界各国でこのプリンターを導入するドクターが増加しています．
３D プリンターはサージカルガイドだけではなく，歯牙模型，顎骨，即時補綴物のプリントなど，臨床応
用は多岐に渡ります．
　今後はドクター自身がハード，ソフト両面から３D データを使いこなすことが求められます．積極的に
システムを導入し，日々の診療に３D データを活用していくことでより効率の良い診療を提供することが
可能になります．
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一般社団法人日本デジタル歯科学会第８回学術大会　協力企業一覧

株式会社アイキャスト

株式会社アイキャット

医歯薬出版株式会社

Ivoclar Vivadent株式会社

株式会社エフティ・ファインテックプロダクト

長田電機工業株式会社

カボデンタルシステムズジャパン株式会社

クインテッセンス出版株式会社

クラレノリタケデンタル株式会社

株式会社コアデンタルラボ横浜

コアフロント株式会社

株式会社ジーシー

株式会社ジェニシス

株式会社松風

ジンマー・バイオメット・デンタル株式会社

ストローマン・ジャパン株式会社

スリーエムジャパン株式会社

株式会社スリーディー

株式会社 3D！

大信貿易株式会社

ダイセル・エボニック株式会社

DIOデジタル株式会社

株式会社データ・デザイン

デジタルプロセス株式会社

デンツプライシロナ株式会社

東京メディカルスクール株式会社

東ソー株式会社

株式会社トクヤマデンタル

ニューデンタルリサーチ株式会社

ノーベル・バイオケア・ジャパン株式会社

株式会社白鵬

ヘレウスクルツァージャパン株式会社

ペントロンジャパン株式会社

株式会社松浦機械製作所

株式会社茂久田商会

株式会社モリタ

山八歯材工業株式会社

山本貴金属地金株式会社

株式会社 Uga&Co.

株式会社ヨシダ

株式会社リック

（以上五十音順）

　一般社団法人日本デジタル歯科学会第 8 回学術大会の開催に関する費用の一部については，上記企業の
ご援助を戴きました．
　ここに厚く御礼申し上げます．

一般社団法人日本デジタル歯科学会第８回学術大会
大会長　大久保　力廣


